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一年間よろしくお願いいたします。（※敬称略） 

 

 

《 中川地区公民館運営方針 》 
 上山市民憲章に基づき、中川地区の風土、歴史、伝統をふまえながら健康で活力ある人づくり
を進める。その為に、地域住民の生涯各時期における研修や事業を数多く取り組むとともに、多
くの人が生き生きと活動できるように運営し基本目標の達成を図る。 

    ☆館長 山田 君夫（足ノ口）   〇事務長 佐藤 友治（高野） 

    〇地域活動推進員 荒井 裕美（小倉） ・ 柏倉 美穂（金生） 

～館長あいさつ～ いよいよ令和 2 年度がスタートしました。中川地区の皆様には日頃より公
民館事業にご理解とご協力をいただき感謝申し上げます。今年度は指定管理制度三期目の最終年
度となりますが、様々な事業を実施して地域の活性化のために職員と共に頑張っていきたいと思
いますので宜しくお願い致します。 

◎会長、〇副会長 ◎部長、副部長は 3/25現在未定です 



 

 

           

 

 

 

 

 

 

  

 

女性学級きらり閉講式    

● 貸出期間 → 9：00 ～ 22：00 （土日祝日の利用可） 

※ 但し、平日の夜間、土日祝日は利用団体で鍵の開け閉めをお願いします。 

● 貸出施設 → 集会室・図書室・和室・調理室・広場 

● 申し込み → 事前に申請が必要になります。（電話での仮予約はしていません） 

※ 予め電話等で空き状況を確認の上、公民館使用申請書を提出して、予約完了となります。 

● 平日夜間の利用について → 当日の５時までに鍵を取りに来てください。 

● 土日祝日の利用について → 平日の５時までに鍵を取りに来てください。 

その他ご不明な点は公民館までお問い合わせください。 中川地区公民館 ☎ 679-2501 

《 公民館利用について 》 

 ２月２８日(金)令和元年度「粋いき倶楽部」の閉講式が開催されました。篠原会長

の挨拶のあと、事業報告、決算見通しを報告し承認されました。 

 その後ＤＶＤ鑑賞会―「超高速！参勤交代」を見ました疾走感溢れる時代劇コメ

ディでした。時間の都合上、超高速結末で閉める次第となってしまい申し訳ありま

せんでした。 

 お迎えのバスに乗って「ふじや旅館」に到着して、食べきれないほどの美味しい

料理をいただき、温泉に入り日頃の疲れを流したり、お茶を飲みながら楽しく話の

花を咲かせたり、男性陣は最後までお酒をいただいていたのでしょうか？ 

 令和元年度の「粋いき倶楽部」もこれで終了しました。色々とご協力、ご支援あ

りがとうございました。 

 令和元年度閉講式が 3月 6日（金）に開催され、事業報告と

決算見通しが承認されました。ありがとうございました。 

 その後つかさ花店講師によるフラワーアレンジメントをつ

くりました。2 つの花器にお花を生け、つながるようにする

という新しい課題でした。綺麗にできるポイントを教えて頂

きながら、あっという間に完成しました。「今回は手直しをし

ないようにします。」と先生が言われましたが、皆さんはとて

も素敵にセンス良く可愛らしい作品が出来上がりました。 

 来年度も皆様方と相談しながら、お花、研修、体操、手芸等

楽しく学べる事業ができるように考えていきますので、よろ

しくお願いいたします。 



福祉村施設訪問 

 
 行事予定 

4/1(水)   市報・館報 

4/2(木)  中川地区会長会総会・協議会総会 

地区合同懇談会 

      中川児童センター入所式 

4/3(金)  戦没者追悼式代表者会 

4/6(月)  第1回主事部・体育部合同会 

      第1回体育部会 

4/8(水)  中川小学校入学式 

      北中学校入学式 

4/10(金)  粋いき倶楽部代表者会議 

4/13(月)  第1回そば打ち教室 

中川福祉村第1回実行委員会 

4/14(火)  第1回子ども会育成協議会 

4/17(金)  第1回パソコンクラブ 

4/20(月)  グラウンドゴルフ愛好会 

 第60回中川福祉村村議会 

4/22(水)   上山市地区公民館職員合同会議 

         （午前中不在になります） 

4/23(木)  中川地区戦没者追悼式 

4/24(金)  上山市地区会長会議 

4/26(日)  PTA・地区合同歓送迎会 

4/27(月)  第1回ウォーキング里山体験 

きのこ作り教室 

4/28(火)  第1回女性学級きらり開講式 

毎週月曜日 グラウンドゴルフ愛好会 

4/7(火)、4/14(火)、4/21(火) 詩吟教室 

行事予定 

5/7(木)  三者会・中川地区会長会・中川地区公

民館運営協議会 

5/8(金)  市報・館報 

       福祉村第2回実行委員会 

      第1回主事部会 

5/11(月) 第2回そば打ち教室 

5/15(金) 第2回パソコンクラブ 

5/18(月) 防犯協会中川支部総会 

5/19(火) 第2回女性学級きらり 

5/22(金)  食改研修 

5/25(月) 第2回ウォーキング 

5/29(金) 第1回粋いき倶楽部開講式 

5/31(日) 中川地区グラウンドゴルフ大会 

           主事部・体育部研修会 

毎週月曜日 グラウンドゴルフ愛好会 

5/12(火)、5/19(火)、5/26(火) 詩吟教室 

◎【市議会報告会(意見交換会)】 
４月20日(月)予定されていましたが新型コロナウイ
ルス感染拡大防止のため、中止となりました。 
★【第2回山寺・蔵王ウルトラマラソン】 
☆通過時間 中川地区公民館前  先頭8：50 

     (株)蔵王製作所  先頭10：10  
 ランナーを見かけたら是非応援してください!！ 

お 知 ら せ ! ! 

＜民生児童委員だより＞ 中川地区民生児童委員協議会  
認知症疾患医療センターのご案内！ 

 認知症は他の病気と同じく、早期受診が重要です。
色々な種類があり、早期発見ができれば薬で進行を遅ら
せることが出来る場合があります。 

 「年だから」「治らないから」と考えずに「おかしい」 
と思ったら、すぐに専門の医療機関を受診しましょう。 

 先ずは電話で御相談してみてください。 

 

◎篠田総合病院認知症疾患医療センター     

【医療法人篠田好生会 篠田総合病院】 

       ☎ 023-623-1711(代表) 

◎国立病院機構山形病院認知症疾患医療センター 

【独立行政法人 国立病院機構山形病院】 

☎ 023-684-5566(代表) 

  3月2日(月)今年は新型コロナウイルス感染拡大防止の

ため、訪問ではなく各園長さんから公民館に来ていただい

て施設の概要説明・質疑応答が会長会、民生児童委員約30

名の参加を得ておこなわれました。 

 山形育成園・・・村山地域の知的障害者更生施設として

30年、定員50名(男子30名、女子20名)平均年齢は

50歳。 ひかり学園・・・色々な原因で言葉や生活する能

力の発達に遅れを持つ就学前の子ども30名が支援や療育

をうけています。 

 蔵王長寿園・・・平成 7 年に全面改築完成により定員

100名、1人部屋26室、2人部屋37室ですが、最近

は定員割れになっている。平成12年の介護保険制度施行

により入所している方々の意識に変化があり、介護しても

らうという意識が強くなった。概要説明と現状をお聞きし

て、普段個人ではうかがい知れないことがわかりました。

施設見学はできませんでしたが、福祉村の施設として理解

が深まり、連携が強まりそうです。 

  
 平成25年度より7年間、皆様と一緒に楽し

くつつがなくすごすことが出来ましたのも、支

えてくださった皆様のおかげと感謝申し上げ

ます。どうもありがとうございました。  
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薄 沢 冨塚 和彦 齋藤 裕則 齋藤 賢蔵 齋藤 克輔 〇長澤 篤史 

永 野 〇佐藤権一郎 
齋藤 善美 
齋藤 光一 齋藤 裕之 中川 久志 ◎齋藤   徹 

蔵 王 冨塚 正身 佐藤 光雄  佐藤 謙一郎 髙梨 嘉大 堀江   敦 

権現堂 齋藤   繁 齋藤 智昭 青木 孝一 齋藤   朴  佐々木 菜香 

小 倉 工藤 庄一郎 山口 文明 工藤 政憲 〇上妻 政美 〇工藤   彩 

棚 木 岡崎   康 伊藤 賢一 渡辺 利一 伊藤 尚隆  

坊 平 野口 久義 石井   昇    

◎会長、〇副会長 ◎部長、〇副部長が決まりました。 
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公民館だより 

中川地区公民館運営協議会   ― より身近な施設運営に － 
 令和 2年度中川地区公民館運営協議会総会が 4月 17日(月)に紙面決議おいて承認されスタート

しました。今年度の協議会会長には木村義博氏(甲石)、副会長には佐藤権一郎(永野)が選任され、各

地区の会長さんからなる協議会役員にて令和 2 年度事業計画、予算について承認されました。指定

管理者制度に入って 9 年目となりますが、これまでと同様気を引き締めて取り組んでまいります。

また、今年度の各地区会に対する補助金は１地区 3万円、各地区老人クラブにつきましても 1地区

2 万円の補助金を支出することとなりました。公民館事業については昨年に引き続き、粋いき倶楽

部・ウォーキング・詩吟教室・パソコンクラブ・そば打ち教室・女性学級「きらり」・グラウンドゴ

ルフ愛好会・募集型単発事業を企画していきます。今年度は新型コロナウイルスと戦いながらとい

う前例のないスタートとなり、戸惑いながらもより充実した公民館事業内容になるように、さらに

中川地区が活性化するため皆様方のお力をお借りしながら役職員一同がんばって行きたいと思いま

す。是非、皆様方公民館事業に積極的に参加して頂けますよう宜しくお願い致します。  
一年間よろしくお願いいたします。（※敬称略） 

 
 



 

 

4月より地域活動 
推進員として中川地
区公民館で勤務して
おります。 
よろしくお願いいた
します。 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 満開の桜が咲きほこるなか、入学式を終

えたばかりのピッカピカの 1年生 12名が

記念写真を撮っていました。また、ある日は

中川蔵王っ子が学童保育でお花見ランチを

食べていました。とっても可愛いく、微笑ま

しい様子でした。今年は新型コロナウイル

スの影響を受け異例のスタートとなり、登

校もままならず、規制が多い日々ですが、皆

さん負けずに頑張っていきましょう !(^^)! 

 新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、最

近はご家庭で過ごす時間が長くなってきていますね。家

でじっとして誰とも話をしないで過ごす時間が長くなる

と、気がつかないうちに口の機能も衰えてきます。 

 今回はコロナに負けないお口の健康づくりについて、

お知らせいたします。 

☺ 口周りの筋肉を動かす。唾液腺マッサージや口の体操

をする。 

☺ 食事はしっかり嚙んで食べる。 

☺ 本や新聞を音読する。一人で歌の練習をする。 

☺ 食後の歯（入れ歯）・舌みがきをしっかりして口を清 

潔に保つ。 

☺ 電話で人とはなす。 

お口の健康も維持しながら、しっかり食べて免疫力

を高めましょう。 

口の状態がよくないときは、かかりつけの歯科医に

相談しましょう。 

上山市役所 健康推進課 でも相談受付していま

す。 

      ☎ 672-1111（内線 158） 

今年も咲きました

地区名 
地区計上

総所帯数 

人 口 

計 男 女 

糸目 22 78 40 38 

仙谷 46 163 82 81 

泉川 40 124 61 63 

金谷 110 368 173 195 

足の口 21 81 41 40 

甲石 93 314 157 157 

高野 215 657 314 343 

薄沢 49 167 85 82 

永野 65 202 96 106 

蔵王 25 89 53 36 

権現堂 57 201 96 105 

小倉 72 233 113 120 

棚木 22 91 43 48 

坊平 12 21 10 11 

地区別人口集計表(令和2年 4月 20日) 



《 子ども会育成会 》 

8/20(木)   わんぱく広場 

9/27(日)   中川地区少年少女球技大会 

12/16(水)  しめ飾り作り  

1/9(土)～10(日)  少年少女ﾐﾆﾊ゙ ｽｹｯﾄﾎ゙ ﾙー大会 

1/15(金)    雪と遊ぶ会 

  
中川地区公民館運営協議会の紙面決議により承認され、令和２年度の年間計画が決定しスタートしました。 

地区の皆さんの事業への参加とご協力をよろしくお願いします。 

 新型コロナウイルス感染拡大防止のため、4月、5月の行事は残念ながら中止となりました。 

 

  
《 中川地区会 》 

4/23(木)  中川地区戦没者追悼式 
9/13(日)   中川地区敬老会 
1/8(金)   中川地区合同新年祝賀会 
2/6(土)    笑いと健康のつどい 
   

《 主事部・体育部 》 

5/31(日)  中川地区グラウンドゴルフ大会 

6/10(水)  中川地区さわやかコンサート 

8/23(日)   第43回中川地区ソフトボール大会 

《 福祉村関係 》 
6/6(土)  蔵王山頂清掃とつつじ祭り 
6/19(金) やすらぎ宅配事業（笹巻） 
10/11(日) 第45回福祉村運動会 
11/6(土)～7(日)第36回福祉村文化産業祭 
3/2(火)  中川福祉村施設訪問 

《 公民館単独 》 

4～3月    詩吟教室(計36回) 

       そば打ち教室(計12回) 

           パソコンクラブ(初心者～経験者)(計12回) 

       女性学級「きらり」(年12回) 

4～9月   中川地区クアオルト（計7回） 

行事予定 

5/7(木)  三者会、中川地区会長会、協議会
5/8(金)  市報、館報 

      福祉村第2回実行委員会 

      第1回主事部会 

5/11(月) 第2回そば打ち教室 

5/15(金) 第２回パソコンクラブ 

5/18(月)  防犯協会中川支部総会  

5/19(火)  第2回女性学級きらり 

5/22(金) 食改事業検討会 

5/25(月) 第2回ウォーキング 

5/26(火) 地区合同懇談会 

5/29(金) 第1回粋いき倶楽部開講式 

5/31(日) 中川地区グランドゴルフ大会 

      主事部・体育部研修会 

 

行事予定 

6/２(火)  三者会、中川地区会長会、協議会 
６/５(金)  公民館職員研修（午後職員不在になります）
6/6(木)  第1回粋いき倶楽部開講式 
6/8(月)  市報、館報 

第3回そば打ち教室 
6/9(火)  第1回自衛消防訓練      

第3回女性学級きらり 
6/12(金)  第3回パソコンクラブ 

防犯協会中川支部四役会 
6/17(水)  笹巻宅配事業（笹巻準備） 
6/18(木)  笹巻宅配事業（笹巻作り） 
6/19(金) 笹巻宅配事業（笹巻配達） 
      防犯協会中川支部幹事会 
6/22(月) 中川福祉村だより編集委員会 
6/23(火) 第3回ウォーキング 
6/24(水) 第2回粋いき倶楽部（笹巻交流） 
 
 グランドゴルフ愛好会  毎週月曜日 
詩吟教室 6/2、6/9、6/16 
  

☆さわやかコンサート☆ 
 
中川小学校で6月に予定していましたが、 
新型コロナウイルス感染拡大防止のため、 
中止となりました。 

《 防犯協会中川支部 》 
5/18(月)  防犯協会中川支部総会 
7/26(日)  中川地区夏の安全パレード 
9/4 (金)    中川支部防犯診断 
11/27(金)  防犯協会中川支部研修会 
 

《 高齢者対象 》 

4月～10月 高齢者教室 

6月～3月 中川粋いき倶楽部（９回予定） 

     

 
☆蔵王山頂清掃とつつじ祭り☆  
新型コロナウイルス感染拡大防止のため、 
中止となりました。 



     
「
蔵
王
鉱
山
の
思
い
出 
（
そ
の  
）
」 
お
ら
ほ
の
中
川 
〈
地
域
の
話
題
シ
リ
ー
ズ 
第
百
三
十
九
弾
〉 

甲
石
地
区 

髙
橋 

正
之 

〈
鉱
山
の
閉
山
ま
で
の
経
過
〉

 

 
前
号
か
ら
、
こ
の
「
鉱
山
の
思
い
出
」
の
締
め
く
く
り
と

し
て
蔵
王
鉱
山
の
「
閉
山
に
至
っ
た
経
過
」
を
寄
稿
し
始
め

ま
し
た
が
、
記
事
の
デ
ー
タ
を
や
り
と
り
し
た
際
、「
中
抜

き
」
状
態
と
な
っ
て
し
ま
い
、
写
真
の
説
明
が
欠
落
す
る
な

ど
不
可
解
な
記
事
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
深
く
お
詫

び
申
し
あ
げ
ま
す
。  

蔵
王
鉱
山
は
、
戦
後
の
復
員
者
や
引
揚
げ
者
、
そ
れ
に
そ

の
家
族
な
ど
が
入
山
し
、
や
が
て
戦
後
復
興
と
と
も
に
発

展
し
た
硫
黄
鉱
山
で
し
た
。
前
回
は
、
そ
う
し
た
時
代
背
景

を
紹
介
し
た
い
と
思
い
、
終
戦
か
ら
記
事
を
起
こ
し
た
の

で
す
が
欠
落
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
以
下
、
原
文
に
あ
っ
た

終
戦
時
の
国
内
事
情
か
ら
始
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
一
部

前
回
の
記
事
と
重
複
す
る
こ
と
を
お
許
し
く
だ
さ
い
。 ➀

 

戦
後
に
お
け
る
国
内
経
済
の
復
興
経
過

 

日
本
は
、
昭
和
二
〇
年
八
月
一
四
日
「
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
」

を
受
託
、
翌
一
五
日
「
終
戦
の
詔
書
」
が
発
表
さ
れ
終
戦
と

な
っ
た
。
ま
た
そ
の
半
月
後
の
九
月
二
日
に
は
、
降
伏
文
書

に
調
印
し
連
合
国
に
正
式
に
無
条
件
降
伏
し
た
。
更
に
九

月
一
五
日
に
は
、
皇
居
の
南
側
に
所
在
し
た
第
一
生
命
ビ

ル
に
国
連
連
合
国
軍
総
司
令
部
（
Ｇ
Ｈ
Ｑ
）
が
置
か
れ
、
以

後
占
領
軍
が
日
本
政
府
に
指
示
を
出
し
、
日
本
政
府
が
指

示
内
容
を
実
行
す
る
と
い
う
間
接
統
治
が
行
わ
れ
た
。 本土には、ほどなくして連合国軍が進駐して

き

た
。
ほ
と
ん
ど
は
米
軍
で
あ
っ
た
。（
前
号
に
掲
載
し
た
写

真
は
、
山
形
新
聞
「
や
ま
が
た
一
〇
〇
年
」
に
掲
載
さ
れ
た

山
形
市
を
行
進
す
る
進
駐
軍
。
山
形
に
進
駐
軍
が
や
っ
て

き
た
の
は
、
二
〇
年
九
月
二
五
日
。
部
隊
が
代
わ
る
た
び
市

中
で
行
進
が
行
わ
れ
た
。
主
婦
が
荷
物
を
背
負
っ
て
買
い

出
し
し
て
い
る
写
真
は
、
昭
和
二
〇
年
代
後
半
の
米
沢
駅

前
で
あ
る
。
） この占領軍

統
治
は
、
昭
和
二
七
年
の
講
和
条
約
、
安

保
条
約
発
効
ま
で
続
い
た
が
、
占
領
期
の
半
ば
か
ら
民
主

化
を
前
提
と
し
た
復
興
が
進
み
始
め
た
。
昭
和
二
五
年
に

は
朝
鮮
戦
争
の
勃
発
に
よ
り
、
日
本
が
米
軍
の
兵
站
基
地

と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
朝
鮮
特
需
に
よ
る
好
況

が
も
た
ら
さ
れ
た
。  

こ
の
た
め
、
鉱
工
業
生
産
も
飛
躍
的
に
伸
び
て
、
昭
和
二

六
年
に
は
多
く
の
経
済
指
標
が
戦
前
を
超
え
、
昭
和
三
一

年
に
は
ほ
ぼ
戦
前
の
生
活
水
準
に
達
し
た
と
さ
れ
る
。 ② 鉱山は、高度経済成長政策に乗って発展 蔵王鉱山は、終戦後、硫黄需要の急増、肥料

工

業
の
復
元
に
よ
っ
て
発
展
し
た
。
昭
和
二
二
年
に
は
新
た

に
硫
化
鉱
の
販
売
を
開
始
し
、
昭
和
二
四
年
に
は
、
経
営

陣
も
大
日
本
精
糖
系
か
ら
日
東
化
学
系
に
代
わ
り
、
硫
黄

単
一
の
経
営
か
ら
硫
化
鉱
も
出
荷
す
る
二
本
建
の
生
産
体

制
を
確
立
し
、
以
後
発
展
へ
と
ひ
た
走
っ
た
。（
昭
和
二
一

年
四
月
に
入
山
し
た
人
の
話
で
は
、
入
社
当
時
の
社
員
は

五
，
六
〇
人
だ
っ
た
と
の
こ
と
。
こ
れ
が
昭
和
三
〇
年
代

の
最
盛
期
に
は
、
全
山
で
社
員
六
〇
〇
人
ほ
ど
の
大
鉱
山

に
成
長
し
た
。
詳
細
は
、
前
号
の
と
お
り
。
） ③ 貿易の自由化にさらされ、一転して

苦
境
に

 

 
昭
和
三
〇
年
代
か
ら
始
ま
っ
た
経
済
成
長
は
、
米
国
か

ら
の
技
術
導
入
も
あ
っ
て
飛
躍
的
に
向
上
し
、
「
神
武
景

気
」
「
岩
戸
景
気
」
と
呼
ば
れ
る
好
景
気
を
も
た
ら
し
た
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
経
済
成
長
は
、
石
油
等
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
源
や
鉱
石
等
の
原
材
料
の
不
足
を
生
じ
、
貿
易
の
自
由

化
が
進
展
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。 国内の鉱山は、戦後経済の

回
復
に
伴
い
業
績
を
伸

ば
し
て
い
た
が
、
こ
う
し
た
自
由
化
に
よ
っ
て
安
価
な
鉱

石
が
輸
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
一
転
し
て
苦
境
に
立
た

さ
れ
た
。
硫
黄
は
ウ
エ
バ
ー
品
目
と
し
て
五
年
間
の
自
由

化
延
期
と
な
っ
て
い
た
が
、
本
格
的
な
自
由
化
を
前
に
、

硫
黄
業
界
は
、
大
幅
な
合
理
化
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

状
況
に
追
い
込
ま
れ
た
。 昭和三四年には、三

池
炭
鉱
が
人
員
整
理
を
発
表
し

争
議
に
発
展
。
昭
和
三
五
年
池
田
内
閣
が
成
立
し
て
間
も

な
く
、
金
属
鉱
山
の
ト
ッ
プ
メ
ー
カ
ー
と
い
わ
れ
た
日
本

鉱
業
が
三
七
〇
〇
人
の
人
員
整
理
を
行
っ
た
。
県
内
で
も
、

永
松
、
西
吾
妻
、
睦
合
、
赤
山
鉱
山
が
次
々
と
閉
山
と
な

り
、
更
に
高
旭
鉱
山
（
西
川
町
）
で
は
、
三
人
に
二
人
の

解
雇
と
い
う
、
厳
し
い
合
理
化
策
が
示
さ
れ
、
鉱
山
業
界

に
緊
張
が
走
っ
た
。 蔵王鉱山にもこ

う
し
た
合
理
化
の
動
き
が
伝
え
ら
れ 

社
員
は
、
い
つ
会
社
か
ら
合
理
化
策
が
出
さ
れ
る
の
か
不
安

な
思
い
で
過
ご
す
こ
と
に
な
っ
た
。
私
が
中
学
二
年
に
進
級

し
た
三
五
年
こ
ろ
か
ら
、
合
理
化
と
い
う
言
葉
が
鉱
山
中
を

飛
び
交
い
、
重
苦
し
い
空
気
が
漂
っ
て
い
た
こ
と
を
記
憶
す

る
。
そ
し
て
、
そ
の
不
安
が
現
実
の
も
の
と
な
っ
た
。 昭和三七年十月一六日付け日刊工業新聞が「

日
東

金
属
鉱
山
が
昭
和
三
八
年
三
月
を
目
標
に
硫
黄
の
生
産
を
中

止
し
人
員
整
理
を
行
う
方
針
。
こ
れ
に
伴
い
硫
黄
部
門
の
従

業
員
二
〇
〇
人
が
不
要
と
な
り
、
全
社
的
に
希
望
退
職
を
募

集
し
配
置
転
換
を
図
る
。
希
望
退
職
者
が
予
定
人
員
に
達
し

な
い
場
合
は
、
人
員
整
理
、
つ
ま
り
条
件
解
雇
に
踏
み
切
る

模
様
」
と
の
記
事
を
掲
載
し
た
の
で
あ
る
。 この記事が出て、鉱山中に激震が走っ

た
。（
写
真
は
、

当
時
の
「
社
内
報
」
の
表
紙
。
左
は
、
我
が
親
父
が
や
っ
て
い

た
硫
黄
製
錬
作
業
。
右
は
索
道
夫
の
ワ
イ
ヤ
ー
修
理
作
業
の

状
況
）                                                             ２９ 
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公民館だより 

  6/3(火)    三者会 会長会 運営協議会 

6/4(木)   第 1回粋いき倶楽部開講式 

6/8(月)   市報・館報 

6/9(火)   第 1回自衛消防訓練 

 第 3回女性学級きらり  

6/12(金)  第 3回パソコンクラブ    

  防犯協会中川支部四役会 

 6/17(水)  笹巻宅配事業 笹巻準備 

6/18(木)  笹巻宅配事業 笹巻づくり 

       防犯協会中川支部幹事会 

  6/19(金)  笹巻宅配事業 笹巻配達 

6/22(月)   中川福祉村だより編集委員会 

6/23(火)  第 3回ウォーキング 

6/24(水)  第 2回粋いき倶楽部 

 

 

グラウンドゴルフ愛好会 毎週月曜日 

6/1、8、15、22、29 

 詩吟教室 火曜日 6/2、9、16   7/1(水)   市報・館報 

7/2(木)   三者会 会長会 運営協議会 

        路線バス対策協議会 

7/5(日)   中川地区グランドゴルフ大会 

       第２回体育部会 

主事部・体育部研修会 

7/6(月)     第 4回そば打ち教室 

7/7(火)     第 4回ウォーキング 

  7/9(木)    活動交付金審査委員会 

 7/10(金)   第 4回パソコンクラブ 

7/14(火)  第 4回女性学級きらり 

7/16(木)-17(金) 中川地区会長会研修旅行  

 7/21(火)  第３回粋いき倶楽部 

7/26(日)  中川地区夏の安全パレード 

7/31(金)  市報・館報・福祉村だより  

 

グラウンドゴルフ愛好会 毎週月曜日 

7/6、13、20、27 

 詩吟教室 火曜日 7/7、14、21 

☆ 行 事 予 定 ☆ 

シニア一泊研修旅行 

日時 令和 2年 8月 27日(木)～29日(金) 
行先 男鹿温泉、寒風山、伝承館・なまはげ館 
   水族館GＡО、庄内空港(見学) 他 
計画しておりますので、回覧見てくださいね 

《コピー機が新しくなりました》 
カラーコピーができるようになりました。 

どうぞ、ご利用ください。 

 自粛生活から段階的に制限を緩和されていき

ますが、新型コロナウイルスが全く消えることは

考えられません。「新しい生活様式」を受け入れ

て、誰もコロナにかからないように注意しながら 

明るく・楽しみながら生活していきましょう。 

※笹巻宅配事業は中止の可能性があります 

 

公民館二階天井の改修工事に伴い、7月・8月は集

会室と和室の利用ができなくなる場合があります。 

各行事は状況によって予定変更、中止になることもあ

りますので、よろしくお願いいたします。 



      
お
ら
ほ
の
中
川 
〈
地
域
の
話
題
シ
リ
ー
ズ 
第
百
四
十
弾
〉 

「
蔵
王
鉱
山
の
思
い
出
（
そ
の 
）
」 
甲
石
地
区 

髙
橋 

正
之 

  
「
鉱
山
の
閉
山
に
至
る
経
過
」
の
続
編
で
す
。 ④ 合理化案の提示、激しい労使争議へ

発
展 昭和三七年一〇月一六日付け日刊工業新聞

が
「
硫

黄
の
生
産
を
中
止
し
人
員
整
理
を
行
う
方
針
」
と
報
道
し
た

の
を
受
け
て
、
鉱
山
で
は
労
使
の
対
立
が
激
化
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。（
以
下
、
蔵
王
鉱
山
労
働
組
合
発
行
の
闘
争
史
「
密

閉
」
よ
り
引
用
。
） 新

聞
報
道
六
日
後
の
昭
和
三
七
年
一
〇
月
二
二
日
、
本
社
会
議

室
で
中
央
労
使
協
議
会
が
開
催
さ
れ
、
会
社
側
か
ら
次
の
「
合
理

化
案
」
が
提
示
さ
れ
た
。 ㋐

昭
和
三
八
年
四
月
以
降
、
硫
黄
生
産
を
全
面
的
に
廃
止
し
、

硫
化
鉱
の
み
四
〇
〇
〇
ｔ
を
生
産
す
る
。
㋑ 
硫
黄
生
産
中
止

に
伴
い
第
二
索
道
（
上
山
駅
か
ら
鉱
山
ま
で
架
設
さ
れ
て
い
た

索
道
）
を
全
面
的
に
廃
止
し
、
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
に
切
り
替
え
る
。

㋒
以
上
の
合
理
化
に
伴
う
蔵
王
鉱
業
所
の
所
要
人
員
は
、
職
員

を
含
み
一
四
四
名
と
し
、
現
行
人
員
と
の
差
、
つ
ま
り
余
剰
人

員
に
つ
い
て
は
、
希
望
退
職
、
配
置
転
換
、
条
件
解
雇
等
に
よ

っ
て
処
理
す
る
。
㋓
昭
和
三
七
年
十
一
月
以
降
当
分
の
間
、
賞

与
、
期
末
手
当
等
、
一
切
の
臨
時
給
与
の
支
給
を
停
止
す
る
。

㋔
昭
和
三
八
年
四
月
よ
り
昭
和
三
九
年
三
月
ま
で
賃
金
増
額

措
置
を
停
止
す
る
。
㋕
福
利
厚
生
関
係
（
上
山
高
校
生
徒
寮
、

製
錬
託
児
所
等
の
廃
止
）
費
用
に
つ
い
て
は
極
力
削
減
す
る
。 こ

の
合
理
化
案
に
対
し
、
組
合
側
は
、「
白
紙
撤
回
」
を
表
明
。

以
後
、
激
し
い
労
使
争
議
へ
と
発
展
し
た
。 ⑤ 労使対立が激化、ストに発展   

合
理
化
案
が
示
さ
れ
た
五
日
後
の
昭
和
三
七
年
一
〇
月
二
七

日
、
中
川
第
二
小
学
校
体
育
館
に
、
組
合
員
と
そ
の
家
族
約
五

〇
〇
人
が
参
加
し
、
「
家
族
ぐ
る
み
総
決
起
大
会
」
が
開
催
さ
れ

た
（
写
真
は
、
そ
の
大
会
の
模
様
）。
新
聞
記
者
が
焚
く
カ
メ
ラ

フ
ラ
ッ
シ
ュ
の
光
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
撮
影
照
明
が
照
ら
す
中
、
「
ス
ト

ラ
イ
キ
権
の
確
立
」
を
決
議
し
た
。   

「
家
族
ぐ
る
み
総
決
起
大
会
」
の
一
ヶ
月
後
、
昭
和
三
七
年

十
一
月
二
七
日
か
ら
四
日
間
に
わ
た
り
東
京
本
社
で
団
体
交
渉

が
行
わ
れ
た
が
、
合
意
に
は
至
ら
ず
、
経
営
者
側
か
ら
は
「
会  

社
と
し
て
は
蔵
王
鉱
山
を
閉
山
し
た
い
、
こ
れ
が
本
心
で
あ 

る
。
し
か
し
閉
山
と
な
れ
ば
問
題
が
大
き
く
出
血
も
あ
る
。

し
た
が
い
合
理
化
後
を
度
外
視
し
て
も
硫
化
鉱
の
生
産
だ
け

は
続
け
て
い
く
、
と
い
う
方
針
を
取
っ
た
。
」
と
い
う
回
答
が

あ
っ
た
。  

そ
の
後
、
社
長
と
の
最
終
団
体
交
渉
を
行
っ
て
も
妥
結
点

を
見
い
だ
せ
ず
、
一
二
月
六
日
、
蔵
王
鉱
山
は
、
相
内
、
大
揚

両
鉱
業
所
と
と
も
に
二
四
時
間
の
ス
ト
ラ
イ
キ
を
決
行
し

た
。
ま
た
一
二
月
八
日
に
も
第
二
波
の
ス
ト
ラ
イ
キ
を
行
っ

た
（
写
真
は
、
そ
の
一
場
面
）
。   

こ
の
ス
ト
ラ
イ
キ
が
行
わ
れ
た
一
〇
日
後
の
一
二
月
一
八

日
、
会
社
側
か
ら
申
し
入
れ
が
あ
り
、
東
京
本
社
に
お
い
て

団
体
交
渉
が
開
か
れ
、
㋐
昭
和
三
七
年
一
二
月
二
八
日
か
ら

三
八
年
一
月
二
〇
日
ま
で
の
間
、
一
四
四
人
を
目
標
に
希
望

退
職
を
募
集
す
る
。
㋑
相
内
鉱
業
所
へ
約
五
〇
人
、
八
戸
製

錬
所
へ
約
二
〇
人
計
七
〇
人
の
配
置
転
換
を
募
集
す
る
。
㋒

期
末
手
当
は
支
給
す
る
、
な
ど
の
会
社
提
案
が
あ
っ
た
。
こ

れ
に
対
し
、
組
合
側
は
、
事
態
の
収
拾
を
図
る
た
め
「
協
定

書
」
を
取
り
交
わ
し
、
労
使
交
渉
は
、
「
休
戦
」
と
な
っ

た
。 ⑥ 組

合
大
会
開
催
中
、「
坑
内
火
災
」
の
連
絡
が
入
る しかし、この「休戦」という労使交渉の了解点に対し、組合員の一部から動揺が見られたため、組合執行部は、昭和三七年一二月二五日、「休戦」の意義を解明し、組合員の救済の道を選択するため、全組合員による「組合大会」を開催した。 大

会
で
は
、
冒
頭
に
執
行
部
か
ら
交
渉
の
経
過
と
「
休
戦
」

の
問
題
点
等
の
説
明
が
な
さ
れ
た
が
、
そ
の
説
明
を
行
っ
て

い
る
午
前
九
時
四
〇
分
こ
ろ
、
会
社
側
か
ら
「
坑
内
火
災
が

あ
り
、
救
護
隊
五
人
ほ
ど
出
動
し
て
ほ
し
い
。」
と
の
要
請
が

あ
り
、
五
人
の
組
合
員
が
退
場
し
た
。 そ

の
後
も
大
会
は
続
行
さ
れ
、
白
熱
の
論
議
を
行
っ
て
い

る
午
前
一
一
時
頃
、
再
度
会
社
側
か
ら
「
坑
内
火
災
の
た
め
、

も
う
一
〇
人
程
度
出
動
し
て
も
ら
え
な
い
か
」
と
の
連
絡
が  

入
っ
た
。
執
行
部
が
「
ど
の
程
度
の
燃
え
て
い
る
の
か
」
と  

確
か
め
た
と
こ
ろ
、「
大
し
た
こ
と
は
な
い
と
思
う
」
と
い
う 30 

返
事
が
あ
り
、
坑
内
火
災
に
は
全
く
気
を
取
ら
れ
る

こ
と
な
く
、
一
〇
人
の
出
動
を
認
め
大
会
は
続
行
さ

れ
た
。 更

に
大
会
が
続
行
さ
れ
て
い
る
午
後
一
時
頃
、
会

社
側
か
ら
「
予
想
以
上
に
坑
内
火
災
は
大
き
い
。
も
う

一
〇
人
ほ
ど
出
動
し
て
ほ
し
い
」
と
の
要
請
が
あ
っ

た
。
執
行
部
は
事
態
を
重
視
し
、
火
災
現
場
で
あ
る
元

山
に
電
話
し
て
状
況
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、「
火
災
は

一
二
㍍
坑
で
あ
り
、
現
在
懸
命
な
消
火
作
業
を
行
っ

て
お
り
、
夕
方
ま
で
に
は
何
と
か
目
鼻
が
つ
く
」
と
い

う
回
答
だ
っ
た
。 
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公民館だより 

（今年もどんどんくべねぇ ） 

（ 福祉の心は食改から民生児童委員の手

へ ） 

来賓挨拶 会長会会長 木村義博氏 

山田公民館館長挨拶 

 6月 4日（金）令和 2年度中川粋いき倶楽部の開校式が開催さ

れました。今年度は 27名の会員さんです。開校式では木村会長

さんより「粋いき倶楽部」の活動を通して驚き・喜びを発見して、

感染予防に注意しながら頑張ってください。とのお話がありまし

た。続いて、昨年度の事業・決算報告、今年度の事業予定・予算

案の承認をいただき、各地区の班長さんの選任を行いました。 

 その後、上山市健康

推進課 保健師 伊藤

静香氏より出前講座

「新型コロナウイルス

に負けない体づくり」

を受講し、♪食事・運

動・睡眠・心の健康♪

について学びました。 

新しい生活様式に対応

して前向きに粋いきと

過ごしていきたいもの

ですね。 

http://www.nakagawa-1.net/


  

６月24日（火）第３回ウォーキングが開催されました。スタ

ート前に体温等測定、梅雨の時期なのでお天気が心配されました

が、歩き始めに小雨が降っただけで大丈夫でした。爽やかに吹く

風と鳥のさえずりを感じながら会話を楽しみつつウォーキングで

きました‼きっと日頃の行いのいい方がそろっていたからでしょ

うか。天に通じたようです(^^♪ 

今回は全長３．１km、高低差が１１０ｍのコースを歩きまし

た。参加してくださった皆様ありがとうございました。来月また 

乞うご期待です。 

☆シニア一泊研修旅行のご案内 
日 時  令和2年８月２7日（木）～２8日（金） 

 場 所  男鹿半島・男鹿温泉 

 会 費  ２3,０００円 

 行 程  中川地区公民館～金山―道の駅秋田港―八郎潟調整池―寒風山― 

      伝承館・なまはげ館―入道崎、男鹿水族館ＧＡO―庄内空港他 

 締切日  ８/7（金）中川地区公民館まで 

6月9日（火）第3回女性学級きらりが会員数23名でスタートしました。第1回・第2回が中止の

ために、開講式を兼ねて行なわれました。今回は、つかさ花店さんを講師に、フラワーアレンジメントを行

いました。お花はガーベラの黄色とオレンジ、可愛いグリーンの実がついたヒペリカム 、ギリア、ナルコ

ラン、ノコギリソウ等々。とても爽やかな色どりで雑誌に載っているような素敵な雰囲気に完成しました。

同じ素材を使用してのフラワーアレンジですが、みなさんそれぞれの個性がでているようで見ていて楽し

いです。 

第３回パソコンクラブ 

実質第 1 回でしたので、ワードを使っ

て文字入力の練習からはじめました。練

習を積みかさねていけば、きっと自分が

作成したいような文書やハガキなどが

簡単にできることと思います。毎月一回

ですが、一緒に楽しみながら頑張ってい

きましょう。 

 6月 12日(金)に第

3回パソコンクラブが

開催されました。今年

度は 6 名の方から申

し込みをいただき、初

心者の方からベテラ

ンの方まで幅広い会

員さんです。 



 

  

 

 

8/3(月)   福祉村運動会代表者会議 

8/4(火)  三者会 会長会 運営協議会 

活動交付金交付式 

          

   福祉村運動会代表者会議 

8/7(金)   防犯協会中川支部幹事会 

      第5回パソコンクラブ 

8/13(木)～14(金) 公民館休館 

8/17(月)  第2回子ども会育成会 

8/18(火)  第4回粋いき倶楽部（職員不在） 

       高齢者軽スポーツ大会 

8/19(水)   生居永野開拓線同盟会総会 

8/21(金)   福祉村運動会 

主事部、体育部合同会議 

8/23(日)  中川地区ソフトボール大会 

8/25(火)   第5回女性学級きらり 

8/27(木)～28(金)  シニア一泊研修会(職員不在) 

8/30(日)  第5回ウォーキング(協会) 

 

グラウンドゴルフ愛好会 毎週月曜日 

       8/3、11、17、24、31 

詩吟教室 火曜日  8/4、11、18  

      

中 止 の お 知 ら せ  
第３８回蓬仙園夏まつり  
第５０回長寿園まつり    

☆高齢者グラウンドゴルフ大会☆ 
今年も楽しくいい汗流しましょう～ 

 日 時  令和2年8月18日（火） 

      午前９時3０分中川地区公民館集合 

      午後３時３０分頃解散予定 

場 所  永野グラウンド・蔵王温泉昼食・休憩 

 申し込み 中川地区公民館 679-2501 

参加資格 中川地区民 参加料2，0００円 

   7/1(水)   市報・館報  

  7/2(木)   三者会 会長会 運営協議会 

        路線バス対策協議会 

  7/5(日)   中川地区グラウンドゴルフ大会 

        第2回体育部会 

          主事部・体育部研修会 

  7/7(火)    第4回ウォーキング(職員不在) 

   7/9(木)   活動交付金審査委員会 

  7/10(金)    第4回パソコンクラブ  

   7/14(火)  第4回女性学級きらり 

   7/21(火)    第3回粋いき倶楽部  

7/26(日)  中川地区夏の安全パレード 

7/30(金)   市報・館報・福祉だより 

 

グラウンドゴルフ愛好会 毎週月曜日 

        7/6、13、20、27 

  詩吟教室 火曜日  7/7、14、21 

 

☆ 行事予定 ☆ 

第１回 自衛消防訓練 

 ６月9日（火）「中川地区公民館1階調理室より出火」と

いう想定で、第1回自衛消防訓練が行われました。 

１１９番通報をする人、館内を回って大声で火事振れをする

人、来館者を誘導する人と役割を決め、本番さながらの訓練

です。年２回実施しているので流れは頭に入っています。今

回は女性学級きらりの皆さんにも協力していただきました。

消火器の使い方は覚えているはずですが、実際は教えてもら

ったとおりにはいかずとまどいながらの消火活動でした。あ

ってはならない事ですが「いざ」という時使えるように日頃

から訓練しておく事の大事さを実感しました。 

募 集 の お 知 ら せ  ６月24日(水)第2回粋いき倶楽

部輪投げ大会がトレーニングセン

ターで10：00より行なわれまし

た。参加者は15名による白熱した

戦いとなり、大変盛り上がりまし

た。6ゲームを行い、高得点の3ゲ

ームの合計得点で競いました。投げ

るフォームもなかなかカッコ良く

決まっていましたよ !!! 

結果報告  （敬称略） 

  第1位  齋藤 茂和 

  第2位  篠原 政志 

  第3位  遠藤 宗一 

に豪華賞品が、また、参加された皆

さんには参加賞が贈られました。 

https://1.bp.blogspot.com/-_leSiIWQ8Ls/UgsryrjG6JI/AAAAAAAAXK4/V76kILvhqHc/s800/yoyo_mizufusen.png


       お
ら
ほ
の
中
川 
〈
地
域
の
話
題
シ
リ
ー
ズ 
第
百
四
十
一
弾
〉 

「
蔵
王
鉱
山
の
思
い
出
（
そ
の 
）
」 
甲
石
地
区 

髙
橋 

正
之 
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〈
鉱
山
の
閉
山
ま
で
の
経
過
〉  

蔵
王
鉱
山
の
閉
山
に
至
る
経
過
の
続
編
で
す
。 ⑦

 

組
合
大
会
開
催
中

、
火
災
は
深
刻
な
状
態
へ

 

昭
和
三
七
年
一
二
月
二
五
日
、
小
学
校
体
育
館
に
お
い
て
全
組
合

員
に
よ
る
「
組
合
大
会
」
を
開
催
中
、
午
前
九
時
四
〇
分
坑
内
火
災

の
一
報
が
入
り
、
さ
ら
に
午
後
一
時
頃
に
も
続
報
が
あ
っ
た
。 し

か
し
大
会
は
続
行
さ
れ
た
。
一
二
月
一
八
日
の
中
央
交
渉
に
お

い
て
締
結
さ
れ
た
協
定
書
以
後
の
方
針
を
巡
っ
て
論
議
が
行
わ
れ
、

㋐
希
望
退
職
は
、
退
職
後
の
就
職
先
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
も
の

に
限
っ
て
認
め
る
。
㋑
希
望
退
職
募
集
期
間
中
は
休
戦
と
し
、
期
限

の
締
切
後
、
直
ち
に
合
理
化
に
よ
る
犠
牲
者
を
一
人
も
出
さ
な
い
戦

い
を
展
開
す
る
。
㋒
観
光
事
業
促
進
委
員
会
等
の
機
関
を
フ
ル
に
活

動
し
、
蔵
王
再
建
の
た
め
の
戦
い
を
起
こ
す
。
と
の
「
再
建
闘
争
方

針
」
を
圧
倒
的
多
数
で
確
認
し
た
。 こ

の
方
針
が
決
定
さ
れ
た
瞬
間
の
午
後
二
時
三
〇
分
頃
、
再
々

度
、
会
社
側
か
ら
「
坑
内
火
災
は
思
っ
た
よ
り
大
き
い
。
元
山
の
従

業
員
は
全
員
帰
山
し
す
ぐ
消
火
作
業
に
つ
い
て
ほ
し
い
」
と
の
連
絡

が
入
っ
た
。 大

会
に
参
加
し
て
い
た
組
合
員
は
、
こ
の
連
絡
に
よ
っ
て
、
初
め

て
事
態
の
深
刻
さ
を
認
識
し
た
と
い
う
。
鉱
山
で
は
、
硫
黄
鉱
山
の

た
め
、
立
坑
に
火
が
つ
い
た
り
、
硫
黄
の
花
（
結
晶
）
に
火
が
つ
く

こ
と
が
度
々
あ
っ
た
た
め
、
よ
も
や
閉
山
に
ま
で
追
い
込
ま
れ
る
大

火
災
に
な
る
と
は
思
っ
て
お
ら
ず
、
大
会
は
、
午
後
三
時
四
〇
分
に

終
了
し
た
。 閉

会
後
、
執
行
部
を
先
頭
に
急
ぎ
元
山
に
行
っ
た
が
、
坑
内
の
火

は
、
既
に
二
四
㍍
坑
に
ま
で
燃
え
移
り
、
手
の
く
だ
し
よ
う
も
な
い

状
態
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。 ⑧

 

坑
内
火
災
の
認
知
及
び
出
火
場
所

 

昭
和
三
七
年
一
二
月
二
五
日
午
前
五
時
三
〇
分
、
夜
警
勤
務
員
が

坑
外
を
巡
回
中
、
二
四
㍍
坑
口
で
異
常
な
臭
気
（
Ｓ
Ｏ
２
＝
亜
硫
酸
）

を
感
じ
、
直
ち
に
宿
泊
中
の
職
員
に
連
絡
す
る
と
と
も
に
、
マ
ス
ク

を
着
用
し
て
二
四
㍍
坑
に
入
坑
し
よ
う
と
し
た
が
、
臭
気
が
ひ
ど
い

た
め
出
来
な
か
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
が
閉
山
へ
と
発
展
し
た
「
坑
内

火
災
」
を
初
め
て
認
知
し
た
瞬
間
で
あ
る
。（
添
付
の
集
合
写
真
は
、

二
四
㍍
坑
の
入
り
口
で
あ
る
。
）  

〈
採
掘
坑
道
の
状
況
〉  

資
料
に
よ
れ
ば
、
元
山
の
採
鉱
は
、
標
高
一
，
二
五
〇
㍍
を
基

準
坑
と
し
、
上
部
へ
一
二
㍍
間
隔
に
七
段
階
の
水
平
坑
道
に
よ

っ
た
と
さ
れ
る
。
各
坑
道
は
、
〇
㍍
坑
、
一
二
㍍
坑
、
二
四
㍍
坑
、

三
六
メ
ー
ト
ル
坑
、
四
八
㍍
坑
、
五
五
㍍
坑
、
六
七
㍍
坑
と
呼
称

さ
れ
た
。（
出
火
場
所
と
さ
れ
る
一
二
㍍
坑
は
、
メ
ー
ン
坑
道
で

あ
っ
た
二
四
㍍
坑
の
下
方
一
二
㍍
に
採
掘
さ
れ
た
坑
道
で
あ
っ

た
。
）  

二
四
㍍
坑
を
主
要
運
搬
坑
道
、
複
線
坑
道
と
し
、
各
坑
道
は
シ

ョ
ー
ト
及
び
斜
坑
を
も
っ
て
連
結
さ
れ
、
鉱
石
の
地
並
間
移
動

は
シ
ョ
ー
ト
、
人
員
昇
降
と
材
料
運
搬
は
斜
坑
に
頼
っ
た
。 各

坑
道
は
、
各
地
並
と
も
東
西
方
面
の
主
要
運
搬
坑
道
を
基

準
と
し
、
六
〇
㍍
間
隔
で
南
北
坑
道
を
設
け
、
さ
ら
に
そ
の
六
〇

㍍
西
方
の
一
ブ
ロ
ッ
ク
内
に
長
さ
五
〇
㍍
、
幅
一
三
㍍
、
高
さ
七

㍍
の
採
鉱
切
羽
三
つ
を
設
け
て
採
掘
し
た
。 採

鉱
方
法
は
、
無
充
填
残
柱
式
採
鉱
法
を
採
用
し
、
切
羽
と
坑

道
及
び
切
羽
相
互
間
に
四
・
五
～
六
㍍
の
垂
直
鉱
柱
、
上
下
坑
道

間
に
五
㍍
の
水
平
鉱
柱
を
残
し
た
。
一
切
羽
の
採
鉱
量
は
、
一
万

ト
ン
、
可
採
率
三
十
四
・
五
％
で
あ
っ
た
。 昭

和
三
二
年
か
ら
は
、
二
四
㍍
坑
の
蔵
王
川
を
へ
だ
て
た
対

岸
に
山
神
坑
を
開
発
し
、
硫
黄
鉱
の
主
力
と
し
て
稼
働
し
た
と

の
こ
と
。 〈

出
火
場
所
は
、
規
格
外
の
採
掘
方
法
が
行
わ
れ
て
い
た
〉 以

上
の
採
鉱
方
法
に
つ
い
て
、
当
時
鉱
量
等
の
調
査
を
担
当

し
て
い
た
探
査
課
の
職
員
の
方
が
「
出
火
場
所
の
採
掘
は
、
規
格

外
だ
っ
た
」
と
次
の
よ
う
に
証
言
し
て
い
る
。 蔵

王
鉱
山
の
採
掘
規
格
は
、
鉱
体
の
縦
六
〇
ｍ
、
横
六
〇
ｍ
、
高

さ
一
二
ｍ
立
方
体
を
一
鉱
区
と
し
、
そ
の
中
を
長
さ
五
三
ｍ
、
幅

一
三
ｍ
、
高
さ
七
ｍ
の
細
長
い
空
洞
を
三
個
並
べ
て
採
掘
す
る

と
い
う
も
の
で
、「
残
柱
式
空
洞
堀
」
と
称
し
、
二
ｍ
角
の
坑
口

が
つ
き
ま
す
。
従
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
空
洞
は
独
立
し
、
火
災
の
よ

う
な
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
て
も
坑
口
を
密
閉
す
れ
ば
他
の
切
羽
に

は
影
響
が
な
く
、
そ
の
場
所
も
時
が
経
て
ば
酸
欠
の
た
め
消
火

す
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。 こ

れ
が
蔵
王
鉱
山
の
正
規
の
採
鉱
法
と
し
て
鉱
山
保
安
監
督
局 

よ
り
認
可
さ
れ
た
採
鉱
規
格
で
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
採

掘
法
で
は
五
ｍ
厚
の
天
盤
と
七
ｍ
厚
の
側
壁
が
残
り
、
こ

れ
ら
も
皆
立
派
な
鉱
石
で
す
か
ら
、
鉱
石
全
体
の
約
三
分

の
一
し
か
採
掘
で
き
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。 出

火
場
所
と
さ
れ
る
一
二
ｍ
坑
西
一
採
は
、
実
は
こ
の

一
帯
は
一
二
ｍ
天
盤
が
採
掘
さ
れ
、
二
四
ｍ
坑
ま
で
突
き

抜
け
に
な
っ
て
い
た
の
で
す
。
だ
か
ら
一
二
ｍ
坑
の
火
災

が
二
四
ｍ
坑
ま
で
広
が
り
、
気
が
付
い
た
時
は
更
に
坑
内

全
体
に
拡
が
っ
て
い
て
消
火
不
能
と
な
っ
た
わ
け
で
す
。 当

時
蔵
王
鉱
山
で
は
、
採
掘
が
進
み
品
位
の
良
い
鉱
石

が
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
掘
り
終
っ
た

は
ず
の
品
位
の
良
か
っ
た
天
盤
や
側
壁
を
削
っ
て
混
入

し
帳
尻
を
合
わ
せ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
い
つ
の
間
に
か

天
盤
や
側
壁
が
突
き
抜
け
、
隣
や
上
の
空
洞
と
つ
な
が
っ

た
と
こ
ろ
が
出
来
て
し
ま
っ
て
い
た
の
で
す
。
他
の
空
洞

と
は
縁
が
切
れ
て
い
た
筈
の
空
洞
が
つ
な
が
っ
て
、
ま
る

で
煙
突
の
様
に
な
っ
て
い
た
わ
け
で
す
。
発
破
で
鉱
石
に

火
が
つ
い
た
ら
早
く
消
さ
な
い
と
燃
え
拡
が
る
の
は
当

然
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。  
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公民館だより  ７月 5日(日)令和 2年度中川地区公民館体育部主催の「第 28回中川地区グラウンドゴルフ大会」が

開催されました。前日から降った雨でグランドコンディションが悪いため、体育委員さんの協議により

グラウンドゴルフを行うことに決定しました。一般の部 23名、児童の部 16名の皆さんが参加してく

ださいました。老いも若きも一心にプレーする姿はいいですね。毎週のように公民館の広場で練習して

いる一般のかたは、流石に上手です。小学生も見習って頑張っていました。ホールインワンもたくさん

出ました。暑い中でも爽やかな汗を流して気分爽快だったのではないでしょうか？ 

 お忙しい中、お手伝い頂きました体育委員の皆様、保護者の皆様、ありがとうございました。来年度

も開催できるよう公民館、体育部ともに協力し進めていきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

大 会 結 果 

児童の部 

優 勝 小林 大河さん 

準優勝 今野 優里さん 

第三位 坂野 楓翔さん 

一般の部 

優 勝 佐藤 宏さん 

準優勝 中川 賢治さん 

第三位 佐藤 吉光さん  7月 26日(日)「夏の安全パレード」がおこなわれました。心配された雨も降らず

にすみました。パレードには中川地区防犯委員、消防団第 8分団、上山市の安全協会

の方、市議会議員、村長、地区会長会会長、他多くの方に参加していただきました。

ただ、今年は中川小学校の生徒さんの参加がなく、寂しく残念でした。柴崎巡査部長

運転のパトカーを先導に安全協会の車や消防車等全部で 10台の車、総勢 32名が中

川地区全域を周り、安全で安心な中川を願い防犯・交通安全を呼びかけました。 

 最後に上山警察署橋本地域課長さんから講評があり、「中川地区のようにパレード

をしている地域は他になく防犯・安全に対する意識が高く素晴らしいです。」とのお

言葉をいただきました。お忙しいところ、ご協力ご参加してくださいました皆様大変

ありがとうございました。 

http://www.nakagawa-1.net/


 7月21日(火)10時から粋いき倶

楽部会員さん18名が、上山スポー

ツクラブ若松先生の指導で、椅子に

座って主に下半身を使った体操を行

いました。こつこつ積み重ねて筋肉

を貯金し、つまずかない・転ばない

で元気でいられますように！「貯筋

のテーマ」を歌いながら楽しく体操

していきましょう‼ 

     

 ７月14日（火）第4回女性学級「きらり」が開

催されました。今回は荒木先生から『レカンフラワ

ー』を教えていただき、19名の方が参加してくださ

いました。ありがとうございます。出来上がった作品

をもってパチリ📷 

 7月7日(火)午後、小倉・棚木地区会、高野地区会、

中川地区会長会が遠藤県議会議員の斡旋で、上山市

長、建設課、市議会議員も立会い、山形県村山総合支

庁担当者へ小倉地区、高野地区の県道拡幅工事の早期

実現要望を行いました。住みよい中川地区を作るた

め、早期実現を願ってやみません。 

7 月 7 日(火)心配な空模様

の中駐車場をスタートし、氷

河期の名残り「岩海」といわれ

る石と岩の険しい道を歩き、

ようやく頂上へ到着！三吉山

(みよしやま)神社で鐘をつい

てお参りするうちに雨が降っ

てきてしまい、お弁当を食べ

ずに下山する事に…それでも

雨に負けずに下山し、屋根の

ある休憩場所でおいしいお弁

当を食べ元気をとりもどして

いました。次回は晴れるとい

いな♪ 



 

  

 8/3(月)  福祉村運動会代表者会議 
8/4(火)  三者会、中川地区会長会 

中川地区公民館運営協議会 
            活動交付金交付式 

        
8/7(金)   防犯協会中川支部幹事会 
      第5回パソコンクラブ 

    8/13(木) 公民館休館日 
   8/14(金)    〃 

8/17(月) 第2回子ども会育成会 
8/18(火) 第４回粋いき倶楽部 

          高齢者スポーツ大会(職員不在) 
8/19(水) 生居永野開拓線同盟会総会 
8/21(金)  福祉村運動会会議 

（主事部、体育部合同） 
8/23(日)  中川地区ソフトボール大会 
8/25(火)  第5回女性学級きらり 
8/27(木)  シニア一泊研修会（職員不在） 
8/28(金)           〃  

  8/30(日)  第５回ウォーキング(協会) 
  

グラウンドゴルフ愛好会 毎週月曜日 
       8/3、11、17、24、31 
詩吟教室 火曜日 
       8/4、11、18  

9/1(火)   市報・館報 

9/2(水)  三者会・会長会・協議会 

森林開発総会  

9/3(木)  福祉村運動会全体会議 

   9/4(金)   防犯協会中川支部防犯診断 

9/10 (木) 第６回女性学級きらり 

9/11(金)  第6回パソコンクラブ 

9/15(火)  食改研修会 

9/16(水)  福祉村文化産業祭代表者会議 

9/17(木)  第5回粋いき倶楽部 

  9/18(金)  福祉村運動会競技役員会 

  9/24(木)  第6回ウォーキング 

  9/25(金)  健康診断の為職員不在(午前中) 

   9/27(日)  中川地区少年少女球技大会 

   

グラウンドゴルフ愛好会 毎週月曜日 

       9/7、14、28 
詩吟教室 火曜日 

       9/1、8、15  

  
★第43回中川地区ソフトボール大会 

日 時 令和2年８月23日(日) 

午前8時００分開会式 

午前8時30分競技開始 

場 所 中川地区公民館前広場 

～出場チーム募集中～ 
※個人エントリーも大丈夫です 

★シニア一泊研修旅行 

日 時 令和2年8月２7日(木)～２8(金) 

内 容 秋田県男鹿温泉 伝承館・なまはげ館、 

男鹿水族館GＡＯ 他 

旅行代金 金23,000円 

お申し込みは中川地区公民館まで!!! 

＜民生児童委員だより＞ 中川地区民生児童委員協議会 

～高齢者虐待を未然に防ぐためには～ 
どの家庭にも起こりえる身近な問題です。 

背景には様々な要因があり、高齢者だけではなく介

護者の事情にも目を向けて支援していく必要がありま

す。地域の皆さんの気づきが支援につながるきっかけ

となり、深刻な状況を未然に防ぐことができます。 

高齢者 → 不自然なアザや傷がある。無気力・なげ

やりである、悪臭がする 

介護者 → 介護に疲れている、怒鳴り声がする 

       家に人を入れたがらない 

外から見た様子 → 新聞や手紙がとられていない 

   親族が同居なのに高齢者一人で買い物に行く 

 

思い当たることがあれば…… 

上山市包括支援センターへご相談ください  

℡ 023-673-6055 
 

 

  

 中川地区敬老会は諸般の事情により 

残念ながら中止となりました。 

脳トレに挑戦 やってみよう脳の活性化！ 

下の文章を声を出して読みながら「あ・い・

う・え・お」を見つけてください。 

むかしむかし とあるくにのあるしろに 

おうさまがすんでいました。 

おうさまはぴかぴかのあたらしいふくが 

だいすきで ふくをかうことばかりに 

おかねをつかっていました。 

  アンデルセン「裸の王様」 答は13こ 



    
お
ら
ほ
の
中
川 
〈
地
域
の
話
題
シ
リ
ー
ズ 
第
百
四
十
二
弾
〉 

「
蔵
王
鉱
山
の
思
い
出
（
そ
の 
）
」 
甲
石
地
区 

髙
橋 

正
之 

〈
鉱
山
の
閉
山
ま
で
の
経
過
〉  

蔵
王
鉱
山
が
閉
山
に
至
っ
た
経
過
の
続
編
で
す
。 ⑨ 坑内火災前日の状況  

坑
内
火
災
は
、
昭
和
三
七
年
一
二
月
二
五
日
午
前
五

時
三
〇
分
、
夜
勤
勤
務
員
の
巡
回
に
よ
っ
て
認
知
さ
れ

た
が
、
火
災
発
覚
の
前
日
で
あ
る
二
四
日
に
は
、
午
後
三

時
四
〇
分
、
二
四
㍍
坑
区
下
方
の
一
二
㍍
坑
内
で
鉱
石

を
切
り
出
す
た
め
の
発
破
作
業
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
作

業
の
二
〇
分
後
、
作
業
員
に
よ
っ
て
点
検
が
行
わ
れ
た

が
、
異
常
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
。
異
常
臭
気
の

発
見
は
、
翌
日
早
朝
と
い
う
こ
と
に
な
る
。 ⑩ ドレーガー隊による消火開始 一二月二五日異常臭気を発見した元

山
の
職
員

は
、
八
時
半
に
至
り
、
会
社
や
労
働
組
合
に
ド
レ
ー
ガ
ー

隊
（
酸
素
マ
ス
ク
を
つ
け
た
救
護
隊
、
写
真
参
照
）
の
出

動
を
要
請
す
る
と
と
も
に
、
元
山
の
単
身
職
員
宿
舎
で

あ
っ
た
刈
田
寮
に
も
出
動
を
連
絡
し
た
。
（
九
時
四
〇

分
、
組
合
の
大
会
会
場
で
あ
っ
た
小
学
校
に
連
絡
が
入

っ
た
の
は
、
こ
の
手
配
を
行
っ
た
直
後
と
思
わ
れ
る
。
）   

そ
の
後
、
ド
レ
ー
ガ
ー
を
着
用
し
た
職
員
が
数
次
に

わ
た
り
入
坑
し
状
況
確
認
を
行
っ
た
結
果
、
一
一
時
五

〇
分
に
至
り
、
出
火
場
所
が
一
二
㍍
坑
西
一
採
と
呼
ば

れ
る
採
石
場
所
と
判
明
。
そ
の
上
部
に
当
た
る
二
十
四

㍍
坑
Ｎ
Ｏ
一
八
採
斜
坑
口
が
燃
焼
し
て
い
る
こ
と
が
確

認
さ
れ
、
直
ち
に
消
火
注
水
作
業
が
開
始
さ
れ
た
。 ⑪ 対策本部の設置   

午
後
に
入
っ
て
も
消
火
作
業
が
続
け
ら
れ
た
が
、
消

火
に
は
至
ら
ず
、
午
後
三
時
、
保
安
監
督
部
へ
連
絡
す
る

と
と
も
に
、
相
内
・
吉
野
両
鉱
業
所
に
救
護
隊
の
派
遣
を

依
頼
し
た
。
四
時
半
に
は
、
元
山
の
採
鉱
所
長
が
到
着

し
、
直
ち
に
「
対
策
本
部
」
を
二
四
㍍
坑
、
坑
口
見
張
所

に
設
置
し
た
。 この後、組

合
大
会
に
参
加
し
て
い
た
職
員
が
元
山

に
戻
り
、
火
災
の
大
き
さ
に
驚
愕
し
た
と
い
う
。
こ
の

時
、
消
火
作
業
を
行
っ
て
い
た
状
況
を
組
合
の
闘
争
史

「
密
閉
」
で
は
、
次
の
よ
う
に
記
録
し
て
い
る
。 「組合員が二四㍍坑口に着いた時、救護隊

員
は  

緊
張
感
と
疲
労
で
憔
悴
し
て
い
た
。
発
火
地
点
と
火
災
状
況

を
聞
い
て
、
容
易
な
ら
ざ
る
事
態
と
感
じ
た
。
そ
れ
は
、
発

火
地
点
が
燃
え
や
す
い
良
質
の
切
羽
で
あ
っ
て
、
消
火
し
に

く
い
現
場
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
火
災
発
生
の
一
二
月
二
五

日
は
、
積
雪
一
㍍
、
蔵
王
お
ろ
し
の
風
雪
が
絶
え
間
な
く
吹

き
荒
れ
て
い
た
。
そ
う
し
た
状
況
の
中
、
救
護
隊
は
、
Ａ
型

の
防
毒
面
を
着
用
し
坑
内
に
入
っ
た
。
頭
の
上
で
火
が
燃
え

て
い
る
の
に
火
薬
を
運
搬
す
る
と
い
う
恐
怖
感
を
抱
い
て

の
作
業
。
高
熱
の
た
め
硫
黄
が
溶
け
て
体
に
落
ち
て
き
て
、

肌
が
赤
む
く
れ
に
張
れ
た
。
決
死
的
作
業
が
一
晩
中
行
わ
れ

た
が
、
火
勢
は
強
く
な
り
、
消
火
作
業
は
困
難
を
極
め
た
。」 ⑫ 火勢が強く仮密閉へ 一二月二五日午後七時、元山に鉱山所長も到着し対策を協議したが、火勢とガスが強く、注水消火作業が困難となり、懸念されていた坑内火薬類取扱所内の火薬（ダイナマイト二五〇キロ、雷管五〇〇ケ）の搬出が不可能になった。 このため、注水消火作業を全面中止し、㋐０㍍坑、坑内火薬庫の火薬類を坑外鍛冶場へ搬出すること。㋑二四㍍坑坑口の仮密閉、二四㍍旧排気口の仮密閉及び０㍍坑を仮密閉すること、を決め、早速作業に着手して翌日の午前一時には、予定した作業を終了したとのことである。 ⑬ 希望退職募集開始の日、亜硫酸ガスが坑外に逆流  

火
災
が
確
認
さ
れ
た
翌
一
二
月
二
六
日
、
吉
野
、
相
内
、

松
尾
各
鉱
業
所
よ
り
救
護
隊
が
到
着
、
ま
た
上
山
市
消
防
団

三
〇
人
（
ポ
ン
プ
三
台
）
も
応
援
に
駆
け
付
け
、
消
火
注
水

を
試
み
た
が
、
濃
ガ
ス
、
高
温
の
た
め
、
目
的
地
ま
で
到
達

で
き
ず
、
板
張
り
の
仮
密
閉
作
業
に
切
り
替
え
ら
れ
た
。   

二
七
日
も
消
火
注
水
作
業
を
再
開
す
べ
く
、
作
業
に
取
り

掛
か
っ
た
が
、
濃
ガ
ス
、
高
熱
の
た
め
、
目
的
地
ま
で
到
達

で
き
ず
注
水
作
業
を
中
止
、
坑
口
の
密
閉
作
業
を
実
施
す
る

に
と
ど
ま
っ
た
。 二五日以降、

消
火
作
業
が
二
日
間
続
い
た
が
、
依
然
消

火
に
至
ら
ず
、
希
望
退
職
募
集
開
始
日
の
一
二
月
二
八
日
を

迎
え
た
。
消
火
作
業
の
真
っ
最
中
で
あ
っ
た
の
で
、
組
合
は

希
望
退
職
の
募
集
は
延
期
す
る
で
あ
ろ
う
、
と
観
測
し
た
が 
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会
社
側
は
、

「
蔵
王
だ
け
延
期
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
」
と
し
て
募
集
を
強
行
し
た
。 火は、消えるどころかます

ま
す
広
が
り
、
二

八
日
午
後
０
時
三
〇
分
頃
、
突
然
、
坑
内
の
亜
硫
酸

ガ
ス
が
坑
外
に
逆
流
し
、
二
四
㍍
坑
口
に
あ
る
消

火
隊
本
部
は
も
ち
ろ
ん
、
刈
田
寮
に
も
充
満
し
、
マ

ス
ク
な
し
で
は
歩
行
が
困
難
と
な
り
、
全
員
手
拭

い
を
鼻
に
当
て
深
雪
の
中
に
躍
り
込
む
よ
う
に
避

難
す
る
事
態
に
陥
っ
た
。
消
火
作
業
は
完
全
に
お

手
上
げ
と
な
り
、
坑
口
と
い
う
坑
口
か
ら
黄
色
い

ガ
ス
が
吹
き
上
げ
万
事
休
す
と
な
っ
た
。
（
写
真

は
、
坑
口
か
ら
噴
出
す
る
ガ
ス
を
密
閉
し
て
い
る

作
業
員
） 時間が

た
つ
に
つ
れ
て
、
坑
外
に
流
れ
出
る
ガ

ス
は
ま
す
ま
す
ひ
ど
く
な
り
、
日
が
暮
れ
る
頃
に

は
社
宅
全
体
が
ガ
ス
に
包
ま
れ
、
社
宅
内
の
通
路

か
ら
室
内
に
ま
で
亜
硫
酸
ガ
ス
の
臭
気
が
漂
い
、

マ
ス
ク
な
し
で
は
息
つ
く
こ
と
が
で
き
な
い
事
態

に
悪
化
し
た
。
こ
の
た
め
元
山
の
住
人
全
員
を
製

錬
場
に
避
難
さ
せ
る
か
ど
う
か
検
討
さ
れ
た
が
、

積
雪
丈
余
の
夜
道
で
も
あ
り
、
夜
明
け
を
待
つ
こ

と
に
し
た
。  
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令和２年９月１日 
発 行 中川地区公民館 
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公民館だより 

 7月、8月と続いた 2階集会室と和室の天井張替え工事が終了しました。公民館内の電灯はすべ

てＬＥＤ化されました。今までに比べてとてもすっきりして明るくなりました。集会室が利用でき

ずにトレーニングセンターでの会議や教室となり、暑い中参加して下さいました皆様ありがとうご

ざいました。 

これで天井が落ちる心配もなく、安心して活動ができるようになりました。ありがとうございま

した。  8 月 3 日中川福祉村代表者会議が行なわれました。篠原政志福祉村村長、

佐藤権一郎助役、鈴木浩収入役、山田君夫公民館長、遠藤正元公民館主事部部

長、加藤英治体育部部長、遠藤純一・鈴木俊上山市スポーツ推進委員の各氏に

出席していただきました。篠原村長より「運動会が天候のため２年中止になっ

ているので、規模縮小して来年に向けられないか、中止にするのは当日でもで

きるだろうから。」との話に始まりました。いろいろな意見が出されましたが、

結局今の現状では施設の方々も参加しての運動会は無理であり、中止の意見

が大半であったため今回の中川地区福祉村運動会は中止せざるをえないとい

う結論に至りました。大変残念ですが、来年こそは安心して楽しめる運動会に

なることを祈りたいと思います。 

http://www.nakagawa-1.net/


 ８月２3日（日）「第４3回中川地区ソフトボール大会」が開催されました。ス

ポーツをするのに持ってこいの快晴です。参加してくださった方々は思いっきりプ

レーを楽しみました。「甲石」「高野」「仙石」の3チームで熱戦が繰り広げられ、

結果、優勝は甲石チーム、準優勝は高野チーム、第３位は仙石チームとなりました。

地区ごとのチーム編成が出来なくても当日合同チームを結成しますので、参加して

みたい方は１人でも２人でも申し込んでいただく事が可能です。今年度もソフトボ

ールの公式審判資格を持つ小倉の伊藤勝宏さんが審判を務めてくれました。朝早く

から準備してくださいました関係者の皆様、参加してくださいました皆様、大変あ

りがとうございました。 

 
 ８月 18 日（火）、中川地区一般参加者と中川粋いき倶楽部のグラウンドゴルフ大会が開催されました。今年は

快晴のもと「永野ふれあい広場」にて予定通り行う事が出来ました。永野地区の方々はボランティアで整備や草刈

りをしてくださり、良いグランドコンディションを作って待っていてくれました。猛暑日ではありましたが、時折

いい風が吹き、木陰に入れば気持ち良さを感じ、暑いながらも楽しくプレーをする事ができました。普段練習をし

ている方はうまい！です。和気あいあいと声援を送り２ゲームを戦いトータルで勝敗を決めました。成績発表が行

われ豪華賞品（？）を受け取り、プレー後は帰る人と、場所を蔵王温泉ホテル松金屋アネックスに移し、豪華昼食？

（弁当）をいただく人と別れました。温泉に入り午前中の疲れと汗をながしてゆっくりしてきました。 

 

男子優勝  佐藤 宏さん 

準優勝  山川 正憲さん 

第３位  志田 慶治さん 

女子優勝  齋藤 嘉子さん 

準優勝  後藤 志づ江さん 

第３位  山川 キヨエさん 

  おめでとうございます！ 
第４３回 

優勝 甲石チーム 

なんと珍しい‼
ブービー賞が 2

人出ました 

鏡 恵子さん、 

木村 さよ子さ
んです 

 
準優勝 高野チーム 第3位 仙石チーム 
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8月30日（日）地区内外から参加を頂き、中川地区第

5 回ウォーキングとクアオルト協議会の毎日ウォーキン

グが合同で開催されました。地区の方が草刈り、整備して

くれている「クアパーク」には多くのウッドデッキや蔵王

を一望できる展望台などがあります。また“あじさい”をい

っぱいにしたいと「挿し木」に挑戦していて根付いている

ものもたくさんあり、数年後がとてもたのしみです。蔵王

テラポイドガイドさんのレクチャーを聞きながら楽しく、

木立に癒されながら、健康増進をしてきました。  

9/1(火)   市報・館報 

9/2(水)   三者会・森林開発公団総会 

       中川地区会長会、運営協議会 

9/4(金)   中川支部防犯診断 

9/11(金)  第6回パソコンクラブ 

9/15(火)  食改研修 

 9/ 16(水)   文化産業まつり代表者会 

9/17(木)   第5回粋いき倶楽部映写会 

9/24(木)   第６回ウォーキング（職員不在） 

 ９/25(金)     職員健診（午前中職員不在） 

 9/27(日)  中川地区少年少女球技大会 

 9/28(月)  第6回女性学級きらり 

 

グラウンドゴルフ愛好会 毎週月曜日 

       9/7、14、28  

 

詩吟教室 火曜日 

       9/1、８、15       

10/ 1(木)   市報・館報 

10/ 2(金)   三者会、中川地区会長会、 

運営協議会、 

10/ 6(火)    第７回ウォーキング（職員不在） 

10/7(水)  福祉村文化産業まつり実行委員会 

10/9(金)    第7回パソコンクラブ 

        子ども育成会三役会

10/14(水)   中川地区地域推進会議 

10/16(金)   第7回女性学級きらり 

         職員研修（職員不在）  

10/19(月)   第8回ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｺﾞﾙﾌ愛好会大会 

10/21(火)   粋いき倶楽部1日研修(職員不在) 

10/24(土)   そば打ち教室先進地研修会 

10/30(金)   市報・館報  

 

グラウンドゴルフ愛好会 毎週月曜日 

       10/5、12、26  

 

詩吟教室 火曜日 

       10/6、13、20       

 

第５回ウォーキング  
クアの道高野 

 8月25日(火)夏の日差しの降り注ぐ中、第5回女性学

級きらりが開催されました。今回は芸術鑑賞と施設見学で

す。ムービーオン山形にて、新型コロナ対策を取られた館

内で、「糸」を見ました。北海道で育った2人の初恋は引

き離され、その８年後に再会、そして10年後……2人の

運命は⁈中島みゆきの名曲『糸』をテーマに絡まる糸が、

縦の糸と横の糸がうまく織り込まれて行くのか！ 

昼食後は、リニューアルオープンした山形県立図書館に

移動しました。こちらでも新型コロナ対策として、少ない

人数での見学ということで、5 人ずつ 2班で説明を受け

ました。1階はBGMが流れており、蓋付きの飲物はＯK

です。庭を眺めながら読書ができるラウンジ・デッキエリ

アや、子供エリアには赤ちゃん休憩室や子供トイレもあ

り、ティーンズコーナーなどがありました。２階は静寂で

オンラインデータベースコーナー、ビジネス支援コーナ

ー、郷土資料エリア等、大変貴重な蔵書がたくさんありま

した。県立図書館のカードがあれば上山市立図書館での受

取りも可能とのことでした。参加して下さいました皆様、

大変ありがとうございました。 

案山子がお出迎えしてくれました( ´∀  ` ) 

市道生居堀切線・市道永野開拓線整備期成同盟会 

8月 19日(水)

集会室におい

て、22 名の参

加で会議が行な

われました。 



   

「
蔵
王
鉱
山
の
思
い
出(

そ
の 

)

」 
  

お
ら
ほ
の
中
川 

〈
地
域
の
話
題
シ
リ
ー
ズ 

第
百
四
十
三
弾
〉 

甲
石
地
区  

髙
橋 

正
之 

〈

鉱
山
の
閉
山
ま
で
の
経
過
〉  

蔵
王
鉱
山
の
閉
山
に
至
る
経
過
の
続
編
で
す
。 ⑭元山住人の一斉避難、応援部隊員があわや

の
窒
息
事
故 一二月二八日午後、坑内から亜硫酸ガスが噴出し坑外の住宅地まで及ぶようになった。明けて一二月二九日、ガスの濃度がますます濃くなった。子供たちが喉を痛める状態となり、元山の社宅全部が完全に危険な状態となったことから、坑口の密閉が終わり平常になるまで、女、子供全員を一里下がった製錬場に避難させることになった（元山の社宅全体が製錬場に避難するのは、三度目であった。一回目は、昭和三三年七月の山崩れ、二回目は昭和三六年に山崩れがあって避難した。）。泣き叫ぶ子供を背負い深雪にぬかりながら、約一五〇人の元山住人が製錬場に下山したという。（写真は、火災前の元山社宅の全景。斜面上部は坑口全景、下部は住宅。右斜面は中丸山の北側斜面。雪道を行列を組んで歩いている写真は、この避難時を写したものと思われるもの。職員の遺族が「蔵王歴史資料館」に寄贈してくれた写真のうちの一枚である。） 家族を避難させたのち、元山では、各坑口の密閉作業が行われた。そんな作業中、相内からの応援隊員が出坑と同時に窒息状態となり倒れる場面があった。幸い救急処置をなし、事なきを得た。 製錬場では、組合が「災害対策委員会」を設置し、避難者の受け入れ、消火隊へのカンパ、食糧補給等を全組織上げて行っていた。避難者は、二九日の昼頃、製錬場の単身寮・紅陽寮に到着。製錬場の「主婦の会」が昼食を準備し励ました。昼食後、紅陽寮と元山の子弟の寮・若竹寮とに分宿し、配給されたタキ木や豆炭アンカ、湯たんぽなどを利用し、その夜は、床に入ってぐっすり寝入ったという。 明けて一二月三〇日、坑口の仮密閉が大部分終了したことから、坑外に流れ出るガスの防止策は成功をおさめた。この防止策の成功により、避難した家族を元山に帰すことになり、製錬場地区員三〇人が背中に消火隊 の食糧を背負い、一五〇人の避難者を擁護し、全員無事元山に帰宅させた。  
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⑮ 
鉱
石
不
足
で
製
錬
が
お
手
上
げ
へ 「坑口の仮密閉」という当面

の
措
置
が
完
了
し

た
こ
と
か
ら
、
松
尾
、
吉
野
両
鉱
山
の
救
援
隊
も
帰
山
。

そ
の
後
は
、
蔵
王
、
大
揚
、
相
内
の
救
護
隊
が
密
閉
箇
所

の
補
修
、
巡
視
等
の
作
業
を
行
い
、
新
年
を
迎
え
る
こ
と

に
な
っ
た
。 一二月三

一
日
夜
、
組
合
事
務
所
で
「
製
錬
の
鉱
石
が

あ
と
二
日
し
か
な
い
」
と
い
う
話
が
で
た
。
二
五
日
の
火

災
の
た
め
、
製
錬
場
と
元
山
に
貯
蔵
し
て
い
た
焼
取
製

錬
の
鉱
石
が
な
く
な
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。
製
錬
作

業
も
お
手
上
げ
の
状
態
と
な
っ
た
。 ⑯ 年が明け退職ムードが広がる

中
、
第
二
次
消
火
作

業
を
開
始 年が明

け
て
昭
和
三
八
年
を
迎
え
た
。
社
員
は
正
月

の
三
日
間
を
自
宅
や
実
家
で
過
ご
し
、
一
月
四
日
に
初

出
勤
し
た
。
し
か
し
こ
の
日
だ
け
で
三
〇
人
の
退
職
者

が
あ
り
退
職
ム
ー
ド
が
鉱
山
全
体
に
広
が
っ
た
。
日
を

追
う
ご
と
に
退
職
者
が
増
え
、
一
月
八
日
に
は
、
一
五
〇

人
を
超
え
た
。 消火活動は

、
一
月
一
一
日
に
も
松
尾
、
相
内
、
吉
野

鉱
業
所
か
ら
応
援
を
受
け
本
格
的
に
行
う
と
さ
れ
て
い

た
が
、
動
揺
が
激
し
く
、
蔵
王
の
要
員
が
不
足
す
る
と
い

う
事
態
に
陥
っ
た
。
組
合
執
行
部
は
、
一
月
八
日
、
「
希

望
退
職
の
届
出
は
急
ぐ
な
」
な
ど
の
声
明
を
組
合
員
に

向
け
に
発
表
。
こ
の
結
果
、
職
場
の
混
乱
は
あ
る
程
度
落

ち
つ
き
を
取
り
戻
し
、
一
月
一
二
日
、
労
使
の
交
渉
が
行

わ
れ
た
。
組
合
は
、「
希
望
退
職
募
集
の
中
止
。
消
火
後

の
蔵
王
の
再
建
」
等
を
要
求
し
た
が
、
受
け
入
ら
れ
ず
、

交
渉
は
完
全
に
決
裂
し
た
。 こうした状況を知った

職
場
で
は
、
退
職
ム
ー
ド

が
再
発
し
、
こ
の
一
二
日
だ
け
で
三
八
人
の
退
職
届
が

出
さ
れ
た
。
こ
の
結
果
、
退
職
者
が
二
三
〇
人
、
残
留
組

が
八
六
人
と
い
う
状
況
に
な
っ
た
。 このため、組合は、会社側に蔵

王
再
建
の
真
意
を

た
だ
し
た
と
こ
ろ
、「
蔵
王
を
閉
山
す
る
こ
と
は
絶
対
に

し
な
い
。
残
っ
た
組
合
員
は
、
火
災
を
理
由
に
首
切
り
は

し
な
い
」
と
い
う
回
答
が
あ
っ
た
。  

⑰ 
二
次
消
火
作
業
も
奏
功
せ
ず 会社側の「蔵王を閉山しな

い
。
火
災
を
理
由
に
解
雇
は

し
な
い
」
と
い
う
表
明
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
一
月
一
四
日
か

ら
第
二
次
消
火
作
業
が
行
わ
れ
た
。
作
業
は
、
各
坑
の
状
況

を
探
検
す
る
こ
と
に
重
点
が
お
か
れ
た
が
、
一
八
日
、
本
部

に
お
い
て
次
の
よ
う
な
打
合
せ
が
行
わ
れ
た
。 「一二㍍坑に崩落した鉱石は、少なく

と
も
二
千
ｔ

く
ら
い
と
思
わ
れ
、
こ
れ
に
直
接
消
火
を
行
っ
て
み
て
も
現

水
量
か
ら
考
え
て
無
理
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
、
再
密
閉
を

し
て
自
然
注
水
を
行
い
、
火
の
眠
っ
て
い
る
状
態
を
良
く
し

て
か
ら
取
り
明
け
て
消
火
し
た
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

表
面
は
注
水
し
て
鎮
火
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
て
も
、
内
部
ま

で
の
消
火
は
瓦
礫
を
か
き
だ
し
な
が
ら
注
水
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
、
相
当
日
数
を
必
要
と
す
る
だ
ろ
う
。
」 以上の検討結果に基づき、第二次消火では、陥

没

箇
所
へ
の
無
人
放
水
が
開
始
さ
れ
、
各
坑
の
密
閉
補
強
を
行

っ
て
終
了
し
た
。  
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 9 月 23 日、地区住民の安全で快適な暮らしを守るため、事業の促進及び早期の着手をお願いす

ることを目的に横戸上山市長に、11件（上山市 8件、山形県 3件）の項目を記載した「要望書」

を手渡しで提出しました。 

 今回は、コロナ感染予防で密を避けるため、木村地区会長会会長と佐藤副会長及び事務局の 3人

での行動となりました。内容について市長に説明した後、担当課（５課１本部）へ出向き、同じ「要

望書」を提出してきました。 

 これからも地区民が、安全で快適に生活できるよう、県も含め要望活動を継続していきます。 

楽しく お得に 健康になろう 
 かみのやま健康ポイントとは、上山市の健康課題

（糖尿病、高血圧、フレイル）を解決するために、活

動量計を使った健康づくりです。各地区公民館や市内

公共施設、市内コンビニ、スーパーなど３６カ所に読

み取り専用端末が設置され、活動量計をかざすとポイ

ントが貯まり、市内各店舗で利用できる商品券と交換

でき、日常生活で楽しみながら健康づくりを続けるこ

とができる取組です。今年度は中川地区から 43人が

申込みました。来年度も募集しますので、今年度申込

みできなかった人は申込んでください。 

福祉村文化産業まつりは中止となりました   9月 16日（水）に福祉村代表者会議があり、開催について皆さんの意見を伺

った結果、大変残念ですが今年の開催は諸事情により無理であると決定し、回復

した未来に向けて自粛することになりました。よろしくお願い致します。 



  
 9月27日（日）運動日和のお天気の中、中川地区少年少女球技大会が開催されました。募集ではキックベー

スボールの予定でしたが、参加者が男子6名だけでしたので、子ども会育成会各地区会長さん6名と公民館職員

4名が参加して、グラウンドゴルフをすることにしました。大人も子供も楽しくプレーすることができました。 

 お忙しい中、ご協力いただきました皆様ありがとうございました。 

優勝は小林大河さん、準優勝は伊藤陽人さん、第3位は坂野楓翔さんです。 

 

第6回中川地区ウォーキングが９月２4日(木)に開催されました。

台風が接近しており天気が心配されましたが、ウォーキング日和に

恵まれて蔵王温泉街と鴫の谷地沼周辺を歩きました。蔵王温泉独特

の香りの中を、中央ロープウェイ前から温泉街に向かい、高湯通り

下湯・上湯・川原湯を通り、鴫の谷地沼へと約1時間30分のコー

ス！時折涼しい風の吹く中を歩きました。昼食はペンション「さく

ら」でたっぷりといただき満足、満腹でした。来月は面白山高原に

いきます‼是非またご参加ください。 

９月28日（月）第６回女性学級「きらり」 ポ

ーセラーツ体験教室が開催されました。真っ白な

磁器に≪転写紙≫を貼って800度の窯で焼き上

げて完成させる作品です。昨年開催して会員さん

から大変好評だったので、リクエストにお応えし

て再び教室を開くことになりました。たくさんあ

る転写紙の中から自分の好きなデザインを選び、

自由にぺたぺた貼ってオリジナルの物を作りあ

げます。豊富なシールの中から選択するのはとて

も迷います。迷いながらもとても素敵な自分だけ

の1品が完成して、大満足な時間だったのではな

いでしょうか ٩(๑❛ᴗ❛๑)۶ ﾔｯﾀ～ 

第6回ウォーキング 開催‼ 

 9月15日（火）中川地区

食生活改善推進協議会会員

の皆さん9名の参加で、寒河

江市にある山形県農業総合

研究センター（園芸試験場）・

西川町寒河江ダムへ研修に

行って来ました。 

園芸試験場の立派な建物

で説明を聞き、一棟２０００

万円のスマートハウスで、他

の一般ハウスのトマト収穫

量の２～3倍を目指している

事などのお話を伺いました。 

食 改 研 修 会 

 寒河江ダムでは、ＤＶＤでダムの完成までのあらま

しを見、堤体へ移動して具体的な説明を受けました。

今更ながら、大きさに驚きつつ、ダムの果たす役割の

重要性を学んできました。天気に恵まれて良い研修会

となりました。 
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行事予定 

 

10/1(木)  市報・館報 

10/2(金)  三者会・中川地区会長会 

       公民館運営協議会 

10/6(火)  第7回ウォーキング 

10/9(金)  第7回パソコンクラブ 

       子ども会育成会三役会 

10/14(水)  中川地区地域推進会議 

10/16(金)  第7回女性学級きらり 

10/20(火)  第6回粋いき倶楽部一日研修会  

            （職員不在となります） 

10/30(金)  市報・館報 

 

グラウンドゴルフ愛好会 毎週月曜日 

       10/5、12、26 

 

詩吟教室 火曜日 

       10/6、13，20 

 

 

 

 

 

11/4(水)   第8回女性学級きらり 

       三者会・中川地区会長会 

       公民館運営協議会  

11/6(金)   第2回自衛消防訓練 

11/9(月)   第3回子ども会育成会 

11/12(木)   第7回粋いき倶楽部 

           （職員不在となります） 

11/13(金)  第8回パソコンクラブ 

11/18(水)  先進地公民館視察 

11/27(金)  防犯協会中川支部研修会 

 

グラウンドゴルフ愛好会 毎週月曜日 

       11/2、9、16、24、30 

 

詩吟教室 火曜日 

       11/10、17、24 

 9月4日（金）今年も安全で安心して暮らせる中川

地区を目指し、中川地区防犯診断が行なわれました。

今年は「棚木地区」を対象に診断日を公開して行い、自

動車、バイク、自転車の施錠確認を調査しました。（地

域の特性として、自転車がありませんでした。） 

 棚木地区での防犯診断は2班に分かれて２８台チェ

ックし、施錠不良1台のみという大変良好な結果でし

た。今後も継続して防犯意識を高く持ち、安全安心な

住みよい棚木地区また、中川地区にしていければと思

います。 

 

 

 

〈民生児童委員だより〉 中川地区民生児童委員協  

 

 

生活についての相談 

 ・暮らしに関わる諸制度や利用できるサービスを紹介し

ます 

 ・専門機関へつなぎ、解決に向けたサポートを行います 

 ・必要時は窓口への同行支援を行います 

仕事についての相談 

 ・ハローワークと連携し、就労の支援を行います 

 ・ハローワークへの同行支援を行います 

 ・長期離職者、就労活動が不安な方、40代以上からの 

  就職活動の相談が多く寄せられています 

          ※仕事の紹介は行っておりません 

住まいについての相談 

・離職等により、住居を失った又はその恐れがある方に

対し、住居確保給付金（家賃相当額）の給付申請を行

い、就職活動に専念できる環境を作ります 

 ※年齢、資産、収入等の条件があります 

  支給期間は原則として3か月です 

 

★事前に電話してください。相談は無料・秘密厳守です。 

   上山市社会福祉協議会内 

    上山市生活自立支援センター 

    TＥＬ 023-679-8890 

ご 存 知 で す か ？ 

上山市生活自立支援センター 

粋いき倶楽部 映写会  9月17日（木）22名の参加していただき、「昭和

の山形～ふる里のあの時～」を上映しました。昔を振

り返って若かりし頃を懐かしむのもいいですね。 



     
「
蔵
王
鉱
山
の
思
い
出
（
そ
の 
）
」 
お
ら
ほ
の
中
川 
〈
地
域
の
話
題
シ
リ
ー
ズ 
第
百
四
十
四
弾
〉  

〈
鉱
山
の
閉
山
ま
で
の
経
過
〉  

蔵
王
鉱
山
の
閉
山
に
至
る
経
過
の
続
編
で
す
。 ⑱ 

会
社
が
閉
山
を
通
告 昭

和
三
七
年
一
二
月
二
五
日
発
生
し
た
坑
内
火
災
は
、

全
山
を
挙
げ
て
消
火
作
業
が
行
わ
れ
た
が
、
功
を
奏
せ
ず
、

年
越
し
と
な
っ
た
。 明

け
て
三
八
年
、
一
月
一
四
日
か
ら
第
二
次
消
火
作
業

が
行
わ
れ
た
が
、
消
火
作
業
は
好
転
せ
ず
、
一
月
一
八
日

「
崩
落
鉱
石
へ
の
直
接
消
火
は
無
理
が
あ
る
。
陥
没
箇
所

へ
の
無
人
放
水
と
各
坑
の
密
閉
補
強
」
を
決
め
終
了
し
た
。 し

か
し
そ
の
後
も
好
転
が
認
め
ら
れ
ず
、
密
閉
後
の
火

勢
状
況
を
調
べ
る
た
め
、
労
使
一
体
と
な
っ
て
第
三
次
消

火
計
画
の
検
討
が
行
わ
れ
た
が
、
そ
ん
な
最
中
、
二
月
三
日

に
至
り
、
会
社
側
か
ら
「
坑
内
火
災
は
消
え
る
見
込
み
が
な

い
。
ま
た
、
消
せ
る
経
済
力
も
な
い
。
仮
に
消
し
た
と
こ
ろ

で
再
開
は
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
三
月
一
杯
で
蔵
王
鉱

山
を
閉
山
す
る
。
」
と
の
通
告
が
な
さ
れ
た
。 ⑲ 

組
合
が
閉
山
反
対
運
動
を
展
開 こ

れ
を
受
け
た
組
合
は
、
二
月
九
日
残
っ
た
組
合
員
八

五
人
に
よ
る
臨
時
大
会
を
開
催
し
、
上
山
地
区
労
等
の
支

援
も
受
け
、
上
山
の
町
中
に
出
て
、
閉
山
反
対
の
署
名
・
カ

ン
パ
活
動
等
を
展
開
し
た
。
ま
た
、
組
合
側
は
、
一
ヶ
月
に

わ
た
り
観
光
事
業
促
進
の
た
め
の
交
渉
を
県
、
市
当
局
に

対
し
て
行
っ
た
。 ⑳ 

雪
崩
発
生
。
変
電
所
が
崩
壊
、
閉
山
へ 組

合
員
が
市
民
へ
の
支
援
要
請
活
動
を
行
っ
て
い
た
昭

和
三
八
年
三
月
二
日
午
前
三
時
こ
ろ
、
元
山
を
雪
崩
が
襲

っ
た
。
こ
の
雪
崩
に
よ
っ
て
、
変
電
所
が
根
こ
そ
ぎ
流
さ

れ
、
再
起
不
能
の
状
態
に
陥
っ
た
（
写
真
参
照
）
。
索
道
は

止
ま
り
、
社
宅
の
電
燈
も
消
え
る
事
態
に
な
っ
た
。 こ

の
た
め
組
合
は
、「
閉
山
反
対
、
蔵
王
再
建
」
と
い
う

基
本
方
針
を
変
え
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
追
い
込
ま
れ
、

「
閉
山
も
や
む
な
し
」
と
の
方
針
に
変
更
し
、
三
月
一
四
日

「
観
光
要
員
」「
配
置
転
換
要
員
」「
協
議
退
職
」
の
三
形
態

で
処
理
す
る
、
と
の
労
使
協
定
書
を
結
ん
だ
。  

し
か
し
、
三
月
二
一
日
に
至
り
、
会
社
側
か
ら
「
退
職
金
は

い
つ
支
払
わ
れ
る
か
分
か
ら
な
い
。」
な
ど
の
表
明
が
あ
り
、

再
び
闘
争
が
激
化
し
た
が
、
組
合
側
が
ハ
ン
ガ
ー
ス
ト
の
構

え
を
見
せ
る
な
ど
強
硬
手
段
に
出
た
こ
と
か
ら
、
会
社
側
が

「
退
職
金
は
四
月
三
十
日
ま
で
現
金
で
一
括
で
払
う
」
と
い

う
回
答
を
出
し
収
束
さ
れ
た
。 以

上
の
結
果
、
観
光
へ
の
残
留
者
三
二
人
、
配
転
に
応
じ
る

者
十
人
、
退
職
す
る
者
二
六
人
、
帰
休
（
一
旦
退
職
し
、
夏
は

失
業
保
険
、
冬
は
観
光
要
員
）
す
る
者
一
七
人
と
い
う
形
で
閉

山
の
合
意
が
な
さ
れ
、 蔵

王
鉱
山
は
、
昭
和
三
八
年
三
月
末
を
も
っ
て
長
い
歴
史
に

幕
を
閉
じ
た
の
で
あ
る
。 ㉑ 

離
山
、
建
物
撤
去
の
模
様   

労
働
組
合
闘
争
史
「
密
閉
」
で
は
、
閉
山
決
定
後
の
元
山

の
模
様
を
次
の
よ
う
伝
え
て
い
る
。   

「
つ
い
最
近
ま
で
百
二
十
名
も
い
た
刈
田
寮
（
元
山
の
単

身
寮
）
も
、
畳
が
一
枚
一
枚
め
く
ら
れ
、
ひ
っ
そ
り
と
残
雪

の
な
か
に
建
っ
て
い
る
。
索
道
の
運
転
も
不
規
則
に
な
り
新

聞
も
三
日
前
の
古
新
聞
と
な
っ
て
渡
さ
れ
る
。
そ
の
新
聞
も

四
月
か
ら
は
ス
ト
ッ
プ
。
社
宅
の
煙
突
も
一
本
、
二
本
と

次
々
に
消
え
て
行
く
。
ぽ
つ
り
ぽ
つ
り
と
退
職
者
が
離
山
し

て
い
く
。
空
き
家
ば
か
り
が
増
え
て
い
く
。
索
道
が
思
い
出

し
た
よ
う
に
廻
る
。
撤
収
作
業
員
の
食
料
と
撤
収
し
た
材
料

を
製
錬
へ
下
げ
る
た
め
に
、
そ
れ
以
外
の
日
は
通
信
物
も
来

な
い
。
手
紙
を
書
い
て
も
い
つ
出
せ
る
か
あ
て
も
な
い
。
ひ

し
め
き
合
っ
て
建
ち
並
ん
で
い
る
社
宅
。
主
の
い
な
い
杉
皮

バ
ラ
ッ
ク
の
不
気
味
な
タ
タ
ズ
マ
イ
。
勝
ち
ど
き
を
何
回
と

な
く
あ
げ
た
真
紅
な
組
合
旗
が
春
風
に
引
き
ち
ぎ
ら
れ
て
、

“
半
旗
”
の
よ
う
に
な
び
い
て
い
る
。
・
・
す
で
に
息
の
根

を
止
め
た
静
寂
な
「
閉
山
」
の
姿
で
あ
る
・
・
」  

閉
山
決
定
後
、
製
錬
場
と
猿
倉
地
区
は
、
残
留
し
た
社
員
の

社
宅
が
若
干
残
っ
た
も
の
の
、
以
後
順
次
建
物
の
撤
去
作
業

が
行
わ
れ
た
。  

甲
石
地
区  

髙
橋 

正
之 

 
建
物
の
撤
去
作
業
は
、
索
道
と
か
事
務
所
、
ア
パ
ー
ト
と
い

っ
た
大
き
な
建
物
は
専
門
業
者
へ
。
い
わ
ゆ
る
ハ
モ
ニ
カ
長

屋
等
の
小
規
模
社
宅
は
残
留
従
業
員
で
、
と
い
う
撤
収
方
針

で
進
め
ら
れ
た
。   

当
時
、
そ
の
撤
去
作
業
を
行
っ
た
川
口
兼
次
氏
（
現
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
蔵
王
鉱
山
の
歴
史
を
語
り
継
ぐ
会
理
事
長
）
は
、
そ
の
模

様
を
法
人
で
発
行
す
る
機
関
紙
「
硫
黄
」
紙
上
で
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。（
写
真
は
、
そ
の
撤
収
作
業
の
一
場
面
） 「

何
年
か
ぶ
り
で
土
方
服
を
着
用
し
、
残
留
組
に
仲
間
入

り
し
た
。 油

坂
を
登
り
、
嘉
助
の
畠
を
横
目
に
ト
ロ
飯
場
へ
。
そ
し

て
大
崩
を
足
早
に
通
り
抜
け
撤
収
現
場
へ
。
入
り
口
に
あ
っ

た
単
身
寮
か
ら
作
業
が
行
わ
れ
た
。
天
井
の
柱
に
ワ
イ
ヤ
ー

や
ロ
ー
プ
を
か
け
て
、
五
人
で
引
っ
ぱ
る
と
簡
単
に
倒
れ
て

い
く
。
し
か
し
、
片
付
け
る
の
が
大
変
だ
っ
た
。
コ
ン
ク
リ

ー
ト
の
基
礎
だ
け
は
そ
の
ま
ま
で
残
さ
れ
て
い
く
。
時
折
、

放
映
さ
れ
る
三
陸
津
波
の
映
像
を
見
て
い
る
と
当
時
を
思
い

出
す
。
夢
も
希
望
も
な
い
撤
収
作
業
は
、
ひ
と
夏
続
い
た
。

撤
収
が
終
わ
っ
た
ら
俺
た
ち
は
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
か
、
三

二
人
の
残
留
組
に
そ
ん
な
不
安
が
つ
き
ま
と
っ
て
い
た
。
」  34 



                   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

      第４５６号 
令和２年 10月 30日 
発 行 中川地区公民館 
℡.Fax：６７９－２５０１ 

公民館だより 

― より良い中川地区に向けて真剣に討議 － 

 令和 2年度中川地区地域推進会議が、１０月１４日（水）、31名の参加を得て、中川地区公民館集会

室で開催されました。今回は市長の都合がつかず建設課課長が対応してくださいました。中川地区の各

種団体からの事業の報告、要望などを真剣に議論しました。「少しでもくみ取れるものがあれば」とか「早

急に行って見てみます。」という言葉をいただき、こちらの思いが伝わった会議となりました。また、鳥

獣被害に悩む地区が多く対策が望まれます。どの議題もこれからの中川地区を形作っていく中で重要な

事ばかりで、とても白熱した議論になりました。参加くださいました皆様、ありがとうございました。 

今年度最後のしめくくりは、10月 6日(火)「面白
山 紅葉川渓谷ウォーキング」でした。今回は、電車
を利用してＪＲ茂吉記念館前から面白山高原駅まで
移動しました。山形駅で乗り換え時間が 4 分しかな
かったために、ちょっとドキドキしました。 

準備体操をして歩き出してビックリ‼道幅は狭く
ゴロゴロとした岩の上や、すぐ横は川になっていて
少しでも足を踏みはずしたらドボンと落ちてしまい
そうな道でした。何度かテラポイド細川さんの手助
けを借りながら歩き、途中には 4本のつり橋があり、
一人ずつ恐怖心と闘いながら渡りました。予想に反

してアドベンチャーウォーキングでした。でも、川の
せせらぎや水の透明感、イワナが泳いでいたりと自
然たっぷりで心も洗われ癒されました。キバナコス
モスが満開でとってもきれいでした。 

帰りには山形駅で待ち時間の間、山形県民ホール
のカフェでちょっと一服できたのもよかったかな～

(^^♪皆さん大変お疲れ様でした。来年度もまた楽し
いウォーキングを計画いたしますのでご参加お待ち
しております。 



   10月19日(月)、少し肌寒さを感じながらもグラウンドゴルフ愛好会大会を実施することが出来ました。日頃

の練習成果を大いに発揮すべく23名の参加者は6班に分かれて熱い戦いを繰り広げました。9回のホールイン

ワンが出るレベルの高～い戦いで、技が光り接戦となりました。8ホール 2ゲームで戦った結果、優勝は永野地

区 会田元さん、準優勝 甲石地区 木村笑子さん、第3位 永野地区 齋藤良雄さんでした。入会したばかりの金谷

地区 鏡清明さんがブービー賞となりました。また来年の開催まで相当腕をあげられるのでしょうね。 

  

 10月16日（金） 第7回女性学級きらりの一日研修

が開催されました。素晴らしい秋晴れに恵まれました。 

まず、夕鶴の里 資料館・語り部の館、立派な語り部ホ

ールで民話 3 作を聞き、宮内漆山地区に伝わる「鶴の恩

返し」の人形浄瑠璃の映像を見、製糸工場の繭蔵を改造し

た資料館を見学しました。 

昼食後は熊野大社へ、 宮司さんから説明を受け、拝殿

でそれぞれの願い事をし、本殿にある三羽のウサギを探し

てキョロキョロ！三羽目が中々見つからず、たぶん、あれ

がそうだろうと皆さん納得していたようです。 

次は、上山にあるエネルギー回収施設川口です。一日の

ゴミ処理量が１５０ｔという多さに驚きつつ、処理をした

際に出るエネルギーを有効活用できている事にも感心し

てきました。コロナの影響で、足湯はお休みとなっていま

した。参加してくださいました皆様お疲れ様でした！ 

１０月２0日（火）爽やかな秋晴れのもと、総勢28名の

参加で第6回粋いき倶楽部一日研修が開催されました。エコ

ーラインを通り遠刈田温泉旅館三治郎をめざしもみじ狩り

に出かけました。昼食に豪華お膳をいただき、温泉に入りゆ

ったり楽しく一日を過ごしました。 

帰りは蔵王チーズ工場へ行き、お土産をたぁ～んと買いこ

みました。バスの運転手さんのガイドで不忘山手前に不忘平

和公園があり、3台のＢ29が墜落した場所で数十名のアメ

リカ兵が眠っていることを知りました。過去の悲しい出来事

を思い追悼してきました。 

厳しかった夏を過ごし稲刈りも終わり、ちょっと一息のご

褒美をもらいました。山の紅葉は綺麗に色づいたところもあ

れば既に終わったところもありましたが、天気も良く気分は

最高でした。参加してくださった皆様ありがとうございまし

た。お疲れ様でした。 

 



 

  

行事予定 

11/4(月)   三者会 中川地区会長会 

 中川地区公民館運営協議会 

11/9(月)   第3回子ども育成会連絡協議会 

11/10(火)  第2回自衛消防訓練 

11/12(木)    第7回粋いき倶楽部 

（職員不在になります） 

11/13(金)  第8回パソコンクラブ 

11/16(月)  グラウンドゴルフ愛好会 

       （反省会とホールインワン賞の表彰） 

11/17(火)  ウォーキング反省会 

11/18(水)  先進地公民館研修会 

11/27(金)  第8回女性学級きらり 

       防犯協会中川支部研修会  

        

グラウンドゴルフ愛好会 毎週月曜日 

 11/2、11/9、11/16、11/24、11/30 

詩吟教室 火曜日 

 11/10、11/17、11/24 

  

行事予定  

 

12/1(火)   市報・館報 

       三者会 中川地区会長会 

       中川地区公民館運営協議会 

12/3(木)  脳トレマージャン 

12/4(金)  出前スポーツ教室 ストレッチヨーガ  

12/7(月)    中川地区食改「地区栄養教室・普
及活動(伝達講習会)」 

12/8(火)  ボランティアによる大掃除 

12/9(水)   わんぱく広場しめ飾り作り（中小） 

12/10(木)  中川地区表彰委員会 

        中川地区会長会忘年会 

12/11(金)  第9回パソコンクラブ 

12/13(日)  わんぱく広場（藁打ち 公民館） 

12/15(火)  しめ飾り作り（公民館） 

12/17(木)  脳トレマージャン 

12/24(木)  第9回女性学級きらり 

12/28(月)  仕事納め 

 

詩吟教室 火曜日 

  12/1、12/8、12/15 

ピンポン愛好会 月曜日 

  12/7、12/14、12/21 

12/28 

☆公民館大掃除ボランティア募集!!★ 

日 時：令和2年12月8日（火）  

 時 間：10：00～12：00 

場 所：中川地区公民館 集会室    

持ち物：掃除できる格好・古タオル・他 

申込み：11月２7日(金)まで 

  

  
10月25日（日）蔵王猿倉に新しい施設が完成しまし

た。開会式は、横戸上山市長、大澤上山市議会議長、木村

中川地区会長会会長含め30名の方々の出席のもと執り行

われました。これからの上山市の観光資源として期待され

ています。 

☆脳トレ！マージャン参加者募集!!★ 

期 日：12/3、12/17、1/14、1/28 

2/4、2/18、3/11、3/25 

時 間：13：00～15：30   

場 所：中川地区公民館 集会室 

参加費：無料、飲み物等は持参ください 

申込み：各回前日まで公民館へ申込みください 

☆ピンポン愛好会メンバー募集!!★   （ ラージボール ） 
期 日：12月から3月まで（12/7～月曜日） 

時 間：9：00～11：00 

場 所：中川農業者等トレーニングセンター 

持ち物：内ズック、汗拭きタオル、飲み物 

参加費：無料 

申込み：11月30日（月）まで 

※暖房がありませんので、寒くない服装でお願い

します  公民館が菊の花でとってもに華やかになっています。中川地区
に所縁のある 山川 正さんのご厚意で、中川地区公民館と農業者

等トレーニングセンターに 12 鉢のざる菊を置いてくださって

います。ちょうど見頃となって来館者の目をひき楽しませてもら

っています。山川さんありがとうございます！ 



        
お
ら
ほ
の
中
川 
〈
地
域
の
話
題
シ
リ
ー
ズ 
第
百
四
十
五
弾
〉   

甲
石
地
区 

髙
橋 

正
之 

〈
鉱
山
の
閉
山
ま
で
の
経
過
〉  

蔵
王
鉱
山
の
閉
山
に
至
る
経
過
の
続
編
で
す
。 ㉒ 閉山時の小学校卒業式の模様  

閉
山
時
、
在
校
生
百
五
十
人
が
出
席
し
、
中
川
第
二
小
学
校

の
卒
業
式
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
模
様
を
「
密
閉
」
に
次
の
よ
う

に
記
述
し
て
い
る
。（
卒
業
式
が
行
わ
れ
た
時
期
が
明
記
さ
れ

て
い
な
い
が
、
前
後
の
記
事
か
ら
判
断
し
、
昭
和
三
八
年
の
年

度
末
と
推
測
さ
れ
る
。
）  

式
は
、
前
年
十
月
開
催
さ
れ
た
僻
地
研
究
会
の
時
か
ら
練

習
し
て
い
た
「
中
川
第
二
小
学
校
行
進
曲
」
を
合
唱
し
て
開
始

さ
れ
た
。  

続
い
て
、
校
長
先
生
よ
り
生
徒
達
の
「
寄
せ
書
き
」
が
披
露

さ
れ
た
。
児
童
た
ち
は
、「
・
・
と
お
く
わ
か
れ
て
も
仲
よ
し

だ
」（
透
）
、「
・
・
く
じ
け
ず
が
ん
ば
ろ
う
」（
し
づ
子
）
、「
・
・

じ
し
ん
を
も
っ
て
く
よ
く
よ
す
る
な
」（
潔
）
、「
・
・
い
つ
も

明
る
く
」
（
き
み
え
）
、
「
・
・
ど
ん
な
こ
と
に
も
ま
け
る
な
」

（
貴
雄
）
、
「
・
・
交
通
事
故
に
あ
う
な
」
（
律
子
）
な
ど
と
、

別
離
の
悲
し
み
を
超
え
て
励
ま
し
の
言
葉
を
し
た
た
め
た
。 来賓祝辞も「お父さんたちがどこへ行こうと、悲しみに負けずに一生懸命勉強してください」というものだった。  

卒
業
生
代
表
の
斯
波
菊
雄
君
が
次
の
よ
う
に
「
答
辞
」
を
述

べ
た
。  

「
・
・
思
え
ば
、
私
た
ち
が
入
学
し
た
当
時
、
こ
の
小
学
校
も

独
立
し
て
か
ら
二
年
、
生
徒
の
数
も
ち
ょ
う
ど
い
ま
ぐ
ら
い

で
、
校
庭
の
桜
の
木
も
小
さ
く
私
た
ち
よ
り
少
し
大
き
い
く

ら
い
で
し
た
。
私
た
ち
は
、
た
だ
う
れ
し
く
て
胸
を
い
っ
ぱ
い

に
し
、
思
う
存
分
は
し
ゃ
ぎ
ま
わ
っ
た
も
の
で
し
た
。
ま
た
強

い
雨
や
吹
雪
の
と
き
な
ど
、
わ
ざ
わ
ざ
先
生
か
ら
送
ら
れ
て

家
に
帰
っ
て
き
た
も
の
で
し
た
。  

二
年
生
、
三
年
生
、
四
年
生
と
な
る
に
し
た
が
い
、
桜
の
木

は
私
た
ち
の
背
よ
り
三
倍
も
高
く
な
り
、
そ
の
桜
の
木
の
よ

う
に
生
徒
の
数
も
だ
ん
だ
ん
多
く
な
り
、
学
校
も
次
第
に
良

く
な
っ
て
行
く
の
が
目
に
み
え
て
き
ま
し
た
。   

運
動
会
、
い
も
に
会
、
ス
キ
ー
大
会
と
、
学
校
に
く
る
こ
と  

が
た
の
し
く
て
た
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
五
年
、
そ
し
て
六

年
に
な
る
に
し
た
が
っ
て
、
な
お
い
っ
そ
う
の
発
展
を
し
て

き
ま
し
た
。
先
生
方
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方
、
そ
し
て
お
父
さ
ん
、
お 

母
さ
ん
た
ち
ま
で
も
高
山
植
物
を
植
え
た
り
、
池
を
つ
く
っ

た
り
し
て
私
た
ち
の
勉
強
を
助
け
て
く
れ
た
の
で
す
。  

い
ま
ま
で
一
度
も
く
わ
を
に
ぎ
っ
た
り
、
草
む
し
り
な
ど

を
や
っ
た
り
し
た
こ
と
の
な
い
私
た
ち
に
親
切
に
手
を
と
っ

て
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
、
さ
ぞ
大
変
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
最
終
バ
ス
で
帰
っ
て
行
く
先
生
方
の
姿
、
い
つ
ま
で
も

思
い
だ
さ
れ
ま
す
。  

こ
の
よ
う
に
、
す
べ
て
に
お
い
て
立
派
に
な
っ
た
学
校
と

分
か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。
校
長
先
生
、
諸
先
生

方
、
私
た
ち
は
こ
の
よ
き
中
川
第
二
小
学
校
を
決
し
て
忘
れ

ま
せ
ん
。  

三
月
い
っ
ぱ
い
で
こ
の
鉱
山
も
閉
山
に
な
り
ま
す
。
わ
た

し
た
ち
は
、
こ
の
話
を
き
き
、
お
ど
ろ
き
、
不
安
な
気
持
ち
で

過
ご
し
て
き
ま
し
た
が
、
卒
業
す
る
い
ま
に
な
っ
て
、
な
お
い

っ
そ
う
心
配
に
な
っ
て
き
ま
す
。
先
生
方
や
お
父
さ
ん
、
お
母

さ
ん
か
ら
「
心
配
す
る
な
」
と
い
わ
れ
て
元
気
づ
け
ら
れ
て
き

た
も
の
の
、
こ
の
良
き
中
川
第
二
小
学
校
の
将
来
を
思
う
と

心
配
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
の
で
す
。   

だ
が
、
校
長
先
生
始
め
諸
先
生
方
、
ま
た
在
校
生
の
み

な
さ
ん
の
努
力
に
よ
っ
て
、
き
っ
と
立
派
な
学
校
と
し
て

発
展
す
る
こ
と
を
祈
り
ま
す
。            

私
た
ち
も
い
ま
ま
で
の
卒
業
生
と
ち
が
い
バ
ラ
バ
ラ
に

な
り
ま
す
が
、
み
ん
な
手
を
に
ぎ
り
合
い
、
先
生
方
の
教

え
を
良
く
守
り
、
閉
山
と
い
う
苦
し
い
経
験
を
生
か
し
強

く
た
く
ま
し
い
立
派
な
中
学
生
に
な
る
よ
う
頑
張
り
ま

す
。
・
・
」   

読
み
終
わ
っ
た
斯
波
君
の
頬
に
は
、
一
筋
の
涙
が
溢
れ

参
列
者
の
胸
を
締
め
た
と
の
こ
と
。「
仰
げ
ば
尊
し
」
の
合

唱
が
更
に
拍
車
を
掛
け
、
そ
の
声
も
か
す
れ
が
ち
で
、
父

兄
、
来
賓
の
涙
を
誘
っ
た
と
い
う
。（
同
小
学
校
は
、
そ
の

後
児
童
数
が
減
少
し
、
昭
和
四
三
年
三
月
末
に
廃
校
と
な

る
。
） ㉓ 離散

式
の
模
様 閉山決定後、

元
山
の
抗
口
が
次
々
に
「
本
密
閉
」
さ
れ

た
。
鉱
山
の
操
業
は
、
昭
和
三
八
年
四
月
二
八
日
に
完
全
停

止
し
た
（
上
山
市
年
表
）
。
ま
た
上
山
駅
ま
で
架
設
さ
れ
て

い
た
第
二
索
道
の
ワ
イ
ヤ
が
切
断
さ
れ
、
資
材
が
ス
ク
ラ

ッ
プ
と
し
て
売
ら
れ
て
い
っ
た
。
社
員
も
残
留
者
を
残
し 

「
蔵
王
鉱
山
の
思
い
出
（
そ
の  
）
」 35 

次
々
と
離
山
し
て
い
っ
た
。 我が家は、閉山前の昭

和
三
六
年
春
甲
石
に
転
居

し
た
。
父
・
季
蔵
は
、
バ
ス
で
鉱
山
通
い
を
し
て
い
た

が
、
厚
生
年
金
記
録
を
見
る
と
、
昭
和
二
四
年
九
月
十

日
に
取
得
（
入
社
）
、
昭
和
三
八
年
三
月
一
一
日
に
資
格

喪
失
（
退
職
）
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
元
山
の
雪
崩
が

発
生
し
再
起
不
能
の
事
態
を
迎
え
た
時
、
退
職
を
決
断

し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。 最後まで鉱山に残っ

た
労
働
組
合
員
は
、
同
年
四

月
十
四
日
、
中
川
第
二
小
学
校
講
堂
に
お
い
て
「
新
し

い
職
場
に
向
か
っ
て
の
出
陣
式
」
と
い
う
名
の
離
散
式

を
行
っ
た
。   

以
後
、
最
後
ま
で
残
っ
た
鉱
山
社
員
は
、
猿
倉
を
舞

台
と
し
た
観
光
事
業
に
尽
力
し
、
今
日
に
至
っ
て
い

る
。  
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公民館だより 

 11月 12日（木）、中川粋いき倶楽部の第 7回研修会が開

催されました。小春日和の暖かい一日となりました。今回は

ムービーオン山形にて小栗旬×星野源共演の「罪の声」を鑑賞

し、ゆず庵山形店にて昼食をいただきました。その後、上山

市蔵王猿倉に新しく１０月 25日オープンしたばかりの《蔵

王鉱山歴史資料館》を見学してきました。   

 映画は昭和時代に食品会社を標的とした企業脅迫事件で

既に時効となっている未解決事件を、新聞記者とテーラーの

2人を中心に紐解いていくものでした。「正義」とは？「罪」

とは？・・・数十年の時を経て人それぞれの人生が大きく変

わってしまう怖さ！涙を誘う感動的な映画でした。 

昼食後は《蔵王鉱山歴史資料館》で、高橋正之専務理事か

ら詳しい説明をしていただきました。資料館は、当時の体育

館の 3 分の 1 の大きさで、館内にはジオラマや当時をうか

がうことのできる写真、資料等が沢山展示してありました。

硫黄鉱山として大変繁栄していた時代のお話は大変貴重で、

また、地元にこんなにも素晴らしい 

会社があったということにも驚きました。 

皆さんも折をみて是非見学して 

みてはいかがでしょうか。 

 

11月 18日（水）公民館運営協議会主催の先進地公民館研修が

行われました。今年度は、コロナの影響で例年は相手先におじゃま

して研修を行ってきましたが、先方から来ていただき説明を受けま

した。 

研修の講師は川西町吉島地区で実現した、全所帯加入のＮＰＯ法

人として、地域を再生してきた課程と地域づくりの課題解決を図る

事業の概要、人材育成の考え方等を主題にＮＰＯきらりよしじまネ

ットワーク事務局長 高橋 由和 氏にお出でいただきました。 

２００２年行政から提案された公民館民営化をきっかけとして、

従前の自治会組織から地域住民が世代を超えて協力・連携でき、地

域資源を集約・活用して成長を促すことのできる組織に再編する課

程などを経て、話し合いを積み重ね、２００７年ＮＰＯ組織を立ち

上げるまで等を研修しました。 

多くの住民が関わった地区計画策定自体が住民の当事者意識（自

らの地域づくりに貢献しようという気持）の向上に寄与しているな

どの話を聞き、地域づくりの参考にしてこれからも取り組んで行か

なければと思いました。 



  

 

1１月10日(火)「一階図書室のストーブが異

常燃焼し、周囲の可燃物に引火し延焼」という設

定で、第２回自衛消防訓練を行いました。119

番通報をする人、館内を回って大声で触れ込みを

する人と、役割を決め本番さながらの訓練です。

日頃からの訓練の大切さを実感します。 

皆様も家庭で自主訓練や消火器の点検等行っ

てみてはいかがでしょうか？これからますます

寒くなりますので火の取り扱いにはくれぐれも

ご注意ください。 

 

 11月16日（月）グラウンドゴルフ愛

好会反省会が中川地区公民館集会室で行

なわれ、年間通してホールインワン数の

多かった人、ベスト 10 の皆様が表彰さ

れました。一年を通して一打一打の積み

重ねが今日の結果となったようです。 

来年度も４月からの週1回練習に励ん

で、年に数回ある大会での入賞、ホールイ

ンワン賞を目指しましょう。また、元気で

健康でいるためにもグラウンドゴルフ愛

好会に参加して身体を動かすのはとても

いいですね！ 

 令和２年度のウォーキングが

終了し、11月17日（火）集

会室にて反省会をテラポイド

の細川さんをお迎えし、会員の

皆様と一緒におこないました。 

今年度はコロナ感染拡大予

防の影響で回数が減り、バスの

利用もままならず、少々残念で

したが、面白山紅葉川渓谷など

いままでになく印象に残る場

所が多かったようです。 

来年度も皆さんで楽しく、健

康アップを目指し、ウォーキン

グができるようにしていきた

いと考えています。 

美味しいクアオルト弁当を

いただいてお腹いっぱい満足

の反省会でした。 

県高校駅伝大会男子 

東海大山形高校優勝Ⅴ4 

 10月30日(日)県高校駅伝で6区間首位とい

う素晴らしい走りで、見事4連覇達成しました。 

チームキャプテンである薄沢地区出身の三年生

齋藤
さいとう

 陸
りく

杜
と

君は「全国大会に向けてしっかり調整

していく」と前向きな言葉で答えていました。全

国大会の活躍に期待し、みんなで応援していきた

いですね。 

上山市青少年育成表彰 

11月9日(月)市役所で、表彰式が行なわれま

した。甲石子ども育成会は様々な団体と連携

し、子供たちの健全育成に努めている模範活動

青少年団体として表彰されました。おめでとう

ございます！ 

令和２年度ホールインワン賞 

1位  後藤 志づ江さん 17本 

2位   志田 慶治さん  15本 

3位   渡辺 トミエさん 11本 

3位  佐藤 宏さん   11本 

4位  会田 源蔵さん  10本 

4位  太田 富治さん  10本 

4位  鏡  孝一さん  10本 

4位  齋藤 嘉子さん  10本 

5位  鏡  かつさん      8本 

特別賞 齋藤 せつ子さん   

 おめでとうございます！ 



 

  

    

本年もどうぞよろしく     お願いいたします 
 

行事予定 

1/ 4(月)  仕事始め 

      上山市新年祝賀会 

1/6(水)    市報・館報 

1/７(木)   中川地区会長会 

中川地区公民館運営協議会 

1/8(金)   中川地区新年祝賀会 

1/12(火)  福祉村だより編集委員会 

1/13(水)   第８回粋いき倶楽部（団子木飾り） 

1/14(木)  脳トレマージャン③ 

1/15(金)  第10回パソコンクラブ 

1/19(火)  第10回女性学級きらり 

1/22(金)  雪と遊ぶ会 

1/28(木)  脳トレマージャン④ 

1/29(金)  出前スポーツ教室（スローエアロ） 

 

詩吟教室  火曜日  

1/5、12、19 

ピンポン愛好会  月曜日 

1/4、12、18、25 

★ピンポン（ラージボール）愛好会参加者募集★ 
期 日 12/7～毎週月曜日 9：00～11：00 

場 所 中川農業者等トレーニングセンター 

参加費 無料  

※ 寒くない服装で来てください 

★出前スポーツ教室 参加者募集★ 
期 日 

12月4日（金）10：00～ ストレッチヨーガ 
1月２9日（金）10：00～ スローエアロ 
2月１6日（火）10：00～ カローリング 
場 所 中川地区公民館  参加費 無料 
  
 
ドシドシお申込みください  

                         
 

行事予定 

12/1(火)  市報・館報 

三者会、中川地区会長会 

中川地区公民館運営協議会 

12/3(木)   脳トレマージャン① 

12/4(金)  出前スポーツ教室（ストレッチヨーガ） 

12/7(月)   中川地区食改「地区栄養教室・普及

活動（伝達講習会）」 

12/8(火)  ボランティアによる大掃除 

12/9(水)  しめ飾りつくり（中小） 

12/10(木) 中川地区表彰委員会 

中川地区会長会忘年会 

12/11(金)  第9回パソコンクラブ 

12/13(日)  わんぱくしめ飾り 

藁準備作業（公民館）  

12/15(火)  わんぱくしめ縄作り（公民館）  

12/17(木)  脳トレマージャン② 
12/24(木)  第9回女性学級きらり 

12/28(月)  仕事納め 

 

詩吟教室 火曜日       12/1、8、15 

 ピンポン愛好会 月曜日 

      12/7、14、21、28 

◆大会中止のお知らせ◆  

★脳トレ！マージャン 参加者募集★  
期 日 12/3・17 1/14・28 2/4・18  

3/11・25  

木曜日 １３：3０～15：30 

場 所 中川地区公民館集会室  

参加費 無料  

お気軽にお申込みください 

〈民生児童委員だより〉 中川地区民生児童委員協議会 

 
生活上の困り事は、民生児童委員にご相談を！ 

        ヒートショックに注意！ 

交通事故死より4倍多い事故‼冬場特に多い‼ 

「ヒートショック」とは急激な温度差により血圧が大きく

変化することで、失神・心筋梗塞・脳梗塞などを引き起こし

身体に悪影響を及ぼし死亡事故にも繋がるといわれていま

す。特に高齢者は気をつけましょう。事故の大半は冬場に起

こります。 

※ 対策として ①水分補給 ➁家族にお風呂に入って

くると声かける ③脱衣所・風呂場を温める。④湯船に入

る前かけ湯をする。１０杯・シャワー２０秒～30秒  

⑤４１度以上の熱いお湯・長湯は禁物。 ⑥ 急いで湯船

から立ち上がらない。  

寒い夜は、ぬくぬく温まるお湯に包まれての幸福感はた

まりません。対策を取って冬のお風呂ライフを安全に楽し

みましょう。 

◎上山市少年少女ミニバスケットボール大会 

◎上山市民インディアカ大会 

1月に予定されていましたが、諸事情により

中止となりました。 



      お
ら
ほ
の
中
川 
〈
地
域
の
話
題
シ
リ
ー
ズ 
第
百
四
十
六
弾
〉 

甲
石
地
区  

髙
橋 

正
之 

〈
鉱
山
が
閉
山
、
生
活
の
糧
を
求
め
て
苦
労
〉 中川中学校の三年に進学した昭和三六

年
春
、

我
が
家
は
甲
石
に
借
家
を
借
り
移
住
し
た
。
こ
の
借
家

は
、
農
協
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
西
隣
、
最
近
ま
で
稲

毛
理
髪
店
に
な
っ
て
い
た
家
で
あ
る
。
我
々
は
、
歩
い

て
五
分
で
学
校
へ
。
代
わ
り
に
親
父
が
バ
ス
で
鉱
山
に

通
っ
た
。 この借

家
で
高
校
受
験
の
勉
強
を
し
た
。
な
ん
と
か

志
望
の
高
校
に
入
学
で
き
た
昭
和
三
七
年
、
地
区
内
の

人
の
世
話
で
、
今
の
公
民
館
前
の
屋
敷
を
購
入
し
移
り

住
ん
だ
。
空
き
家
に
な
っ
て
い
た
、
か
や
ぶ
き
屋
根
の

農
家
だ
っ
た
。
囲
炉
裏
火
で
暖
を
取
り
、
風
呂
は
鉄
砲

風
呂
、
ト
イ
レ
は
外
便
所
で
あ
っ
た
。
昔
蚕
を
飼
っ
た

広
間
で
は
、
そ
ろ
ば
ん
塾
も
や
っ
て
い
た
。（
写
真
は
、

入
居
直
後
の
我
が
家
と
現
甲
石
公
民
館
前
の
旧
道
で

あ
る
。
道
路
が
ま
だ
舗
装
さ
れ
て
い
な
い
砂
利
道
だ
っ

た
。
） 郵便

局
前
か
ら
西
側
の
現
在
の
で
ん
六
工
場
の
北

側
を
通
る
県
道
が
ま
だ
出
来
て
お
ら
ず
、
バ
ス
や
ト
ラ

ッ
ク
が
我
が
家
の
前
の
旧
道
を
ホ
コ
リ
を
巻
き
上
げ

て
走
っ
て
い
た
。
間
も
な
く
し
て
、
郵
便
局
前
か
ら
小

玉
橋
に
至
る
県
道
が
切
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
我
が
屋

敷
の
西
側
に
工
事
関
係
者
の
プ
レ
ハ
ブ
宿
舎
が
で
き

て
、
工
事
が
始
ま
っ
た
。（
上
山
市
史
年
表
に
よ
れ
ば
、

昭
和
三
九
年
四
月
、
蔵
王
エ
コ
ー
ラ
イ
ン
取
付
道
路
の

弁
天
と
金
谷
間
が
開
通
。
） 引っ越しが無事済んで

入
居
し
た
年
の
昭
和
三

七
年
十
二
月
二
五
日
、
前
述
し
た
元
山
抗
内
の
火
災
が

発
生
し
、
翌
年
三
月
に
は
鉱
山
が
閉
山
と
な
っ
た
。
こ

の
た
め
鉱
員
は
、
三
〇
人
ほ
ど
を
残
し
、
そ
れ
ぞ
れ
新

た
な
生
活
の
糧
を
求
め
て
県
内
外
に
散
っ
た
。
後
で
知

っ
た
こ
と
だ
が
、
我
が
家
の
隣
家
だ
っ
た
Ｓ
家
は
、
会

社
の
配
置
転
換
に
応
じ
て
八
戸
市
に
転
居
し
た
。
毎
日

製
錬
場
の
野
原
で
遊
ん
だ
幼
友
は
、
青
森
で
思
春
期
を

過
ご
し
、
の
ち
に
自
衛
官
と
な
っ
た
。  

我
が
家
は
、
幸
い
家
が
あ
っ
た
の
で
生
活
が
混
乱
せ
ず

済
ん
だ
。
閉
山
に
な
っ
た
時
父
親
は
、
四
五
、
六
歳
で
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。
生
活
の
糧
を
求
め
、
失
業
保
険
を
も
ら
い

な
が
ら
職
業
訓
練
所
に
通
っ
た
。
以
前
か
ら
興
味
が
あ
っ

た
の
で
あ
ろ
う
大
工
仕
事
を
習
得
し
よ
う
と
努
力
し
た
。 〈耐乏生活のなか何とか高校を卒業〉 所得が激減したところに住宅ローンを組んだことから、一転して耐乏生活に転落、入学したての高校生活も困窮を極めた。学生カバンが買えず、楯岡の伯父が軍隊で使った赤い豚皮のすり減ったカバンを使用した。時計もこの伯父から入学祝いに買って貰った。駅まで出る自転車も中古のものを乗り、学生服も中学から着ていたもので済ませた。履き物は、夏は下駄履き、冬は長靴だった。小遣いは、授業料を払ったあとの釣り銭だけ。昼食前、学校の売店でパンを買うとたちまち無くなった。本は買えず、本屋で立ち読み、もっぱら高校図書館の本を借りて読んだ。冬は、自転車が使えず仙石経由で駅まで歩いて通った。鉄道は、まだＳＬであった。冬場の下校は、北上山駅（現在の茂吉記念館前駅）で止まるガスカー（ジーゼル車）を選んで乗車し、金谷集落を歩いて帰った。母親も働きに出た

。

そ
ん
な
耐
乏
生
活
を
し
な
が
ら
、
私
は
工
業
高
校
を
、
弟
は

奨
学
金
を
貰
い
な
が
ら
高
専
を
卒
業
し
た
。
親
は
、
耐
乏
生

活
の
中
よ
く
ぞ
高
校
ま
で
行
か
せ
卒
業
さ
せ
て
く
れ
た
、

と
感
謝
し
て
い
る
。 父は、職業訓練所

卒
業
後
、
蔵
王
駅
近
く
に
あ
っ
た
東

栄
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
い
う
会
社
に
勤
め
大
工
仕
事
を
し
た

が
、
そ
の
後
村
尾
旅
館
に
転
職
し
、
六
〇
歳
の
定
年
ま
で
勤

め
た
。
退
職
後
は
、
母
親
と
機
械
部
品
の
ハ
ン
ダ
つ
け
の
内

職
を
し
、
そ
の
親
元
の
会
社
で
あ
っ
た
Ｎ
Ｅ
Ｃ
山
形
工
場

に
勤
め
た
り
し
て
い
た
が
、
六
五
歳
の
時
年
金
生
活
に
入

り
、
屋
敷
に
つ
い
て
い
た
畑
を
耕
作
し
な
が
ら
母
親
と
二

人
で
余
生
を
送
っ
た
。  「

蔵
王
鉱
山
の
思
い
出
（
そ
の  
）
」 
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〈
親
た
ち
が
晩
年
、
鉱
山
の
思
い
出
話
を
肴
に
宴
会
を
繰
り
返
す
〉 父

と
母
は
、
甲
石
に
住
む
鉱
山
仲
間
の
鈴
木
千
代
太
さ
ん
（
故

人
、
片
宿
に
あ
っ
た
索
道
の
中
間
ホ
ー
ム
に
勤
務
）
や
土
田
貞
二

郎
さ
ん
（
故
人
、
製
錬
所
勤
務
）
夫
婦
と
鉱
山
の
思
い
出
話
を
肴

に
、
よ
く
我
が
家
で
宴
会
を
し
て
楽
し
ん
で
い
た
。
そ
し
て
皆
さ

ん
は
、
い
つ
も
「
鉱
山
は
良
か
っ
た
」
と
繰
り
返
し
懐
か
し
ん
だ
。 私

は
、
こ
の
家
か
ら
高
校
に
通
い
、
昭
和
四
〇
年
春
、
親
の
す

す
め
で
警
察
官
と
な
っ
て
こ
の
家
を
出
た
。
そ
の
後
県
内
を
転
勤

し
て
い
た
が
、
昭
和
四
九
年
こ
ろ
か
ら
約
五
年
間
、
妻
子
と
と
も

に
親
と
同
居
し
た
。
昭
和
五
四
年
に
は
転
勤
の
た
め
実
家
を
出

て
、
以
後
三
〇
年
間
ほ
ど
県
内
や
東
京
の
転
勤
生
活
を
し
た
後
、

平
成
一
八
年
三
月
退
職
と
と
も
に
家
に
戻
っ
た
。
今
は
、
親
が
残

し
た
家
と
畑
を
引
き
継
ぎ
、
親
父
と
同
様
、
畑
で
野
菜
作
り
な
ど

し
て
余
生
を
送
っ
て
い
る
。 同

居
後
、
平
成
二
二
年
一
二
月
母
・
静
江
が
八
九
歳
で
亡
く
な

り
、
父
親
・
季
蔵
も
翌
二
三
年
一
一
月
旅
立
っ
た
。
九
三
歳
で
あ

っ
た
。
父
の
戒
名
に
は
、
鉱
山
と
満
州
で
従
軍
し
た
綏
陽
と
い
う

地
に
因
ん
で
、
「
山
」
と
「
綏
」
を
入
れ
て
も
ら
っ
た
。
ま
た
、

あ
の
世
で
も
夫
婦
で
「
支
那
の
夜
」
を
唄
い
、
鉱
山
仲
間
と
宴
会

を
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。 



                
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

  

   

 

  

 

   

  

  

 

 

      第４５８号 

令和３年１月 6日 

発 行 中川地区公民館 

℡.Fax：６７９－２５０１ 

公民館だより 

謹んで新年のお慶びを申し上げます。    

輝かしき年の初めに、皆々様のご清福をご祈念申し上げます。 

 旧年中は、ひとかたならぬご愛顧を賜り、心より感謝申し上げます。連日コロナ感染拡大のニュー

スが続いております。中川地区の皆様には、コロナに負けず、健康で明るい良い年でありますよう

に、公民館役職員一同心よりお祈り申し上げます。本年もよろしく、ご鞭撻下さいますようお願い

致します。 

 

                              令和三年吉日 
 

 地域とともに歩む中川地区公民館は、公設民営化(指定管理者制度）第三期三年目の年になり順調

に運営されております。令和三年度からは、第四期五年間の始まりの年、新たな気持ちで役職員一同

一生懸命努力して参りますので、地区民並びに、行政関係者皆様方のご協力とご支援を、お願い申し

上げ新年の挨拶と致します。 

 

 

                               

館 長       山田 君夫 

                         事務長      佐藤 友治 

                         地域活動推進員  荒井 裕美 

                         地域活動推進員  柏倉 美穂 

 

賀正 
上山市中川地区公民館運営協議会 役員一同 

上山市中川地区公民館 



１２月8日（火）、各地区会長さん、
食生活改善推進協議会の皆さん、そば打
ち教室の皆さん、民生児童委員さん、ボ
ランティアの皆さんのご協力により公民

館の大掃除が行われました。外側からの
ガラス磨きやクモの巣取り、拭き掃除に
ワックス掛けと職員だけでは手の届かな
いところまで、手分けしてきれいにして
くださいました。本当にありがとうござ
いました。 

すがすがしい気持ちで新年を迎えるこ
とが出来ます。昨年もまたいろんな方に
支えられた一年でした。ありがとうござ
いました。 

12月15日(火)、「しめ飾り作り」が、開催されました。

中川小5年生１4名、地区会長会、民生児童委員、地区民
の方など多くの方に参加、お手伝いをいただきましてあり
がとうございました。齋藤晃一さん(薄沢)、齋藤吉博さん(薄
沢)、山川正憲さん(永野)の指導のもと、慣れない「縄ない」
から「飾り付け」までを真剣に、悪戦苦闘しながらも、み
ごとなしめ飾りを完成させる事ができました。生きる力や

幸せを授けてくださる神様をお迎えするのにふさわしい、
神聖な場所である事を示すしめ飾り。自分で思いを込めて
作ったしめ飾りはきっと多くの幸を連れて来てくれる事で
しょう。新年度も健康で幸多き年でありますように。 

 12月2日（水）午後から村山

総合支庁へ、木村会長会会長、佐

藤副会長、佐藤事務長の 3 人で

出向き遠藤県議と待ち合わせ、建

設部長へ道路と河川に関する 5

件の要望書を手渡しました。 

 県からは、予算の関係ですぐに

は対処できないものもあるが、進

めている事業もあることが回答

されました。 

 今年度から行った要望活動で

すが、粘り強く継続することが大

事だと改めて思った次第です。 



 

4 

 

 
本年もどうぞよろしく      お願いいたします  

行事予定   

1/6(水)  市報・館報 

1/7(木)   中川地区会長会 

中川地区公民館運営協議会 

1/8(金)  中川地区新年祝賀会 

1/12(火) 第2回福祉村だより編集委員会 

1/14(木) 脳トレマージャン③ 

1/15(金) 第１０回パソコンクラブ 

1/19(火) 第10回女性学級きらり 

1/28(木) 脳トレマージャン④ 

1/29(金) 出前スポーツ教室(スローエアロ) 

 

詩吟教室  火曜日 

     1/12、19、26 

 

ピンポン愛好会  月曜日 

     1/4、12（火）、18、25 

 12月7日（月）上山市健康推進課 入野 晶子 主査

を講師として、「糖尿病予備軍を減らそう」というテーマで、

1時間程度お話ししていただきました。中川地区食改会員

の皆さん、中川地区の皆さんあわせて16名の参加で行な

われました。 

糖尿病予備軍の食事のポイント 
1．腹八分目とする。 

2．食品の種類はできるだけ多くする。 

3．脂肪は控えめに 

4．食物繊維を多く含む食品（野菜、海藻、 

きのこなど）をとる。 

5．朝食、昼食、夕食を規則正しく。 

6．ゆっくりよくかんで食べる。 

 続いて、中川地区食改会長 齋藤 あい子さんより「減 

塩でおいしいレシピ」を紹介していただきました。健康な 

身体をつくるには、何よりも食事が第一番です。ポイント 

に注意しながらバランスの良い食事をとって、糖尿病予備 

軍にならないように心がけていきたいものです。  12月4日(金)毎年恒例となっ
ている「出前スポーツ教室」、今
回は《ストレッチヨーガ》を指導
していただきました。呼吸を整
えながら、身体のあちこちをい
た気持ちいい所まで伸ばしなが
らのストレッチ、皆さん「気持ち
よかった」「スッキリした」と、
とても好評でした。次回は1月
29日(金)《スローエアロ》です。 

 

 

 

行事予定  

2/1(月) 市報・館報 

2/3(水) 予算審議会、三者会、 

中川地区会長会 

中川地区公民館運営協議会 

2/4(木)  脳トレマージャン⑤ 

2/6(土)  笑いと健康のつどい 

2/10(水) 第11回女性学級きらり 

2/12(金) 第11回パソコンクラブ 

酢川沿線公害対策総会 

2/16(火)出前スポーツ教室(カローリング) 

2/18(木)脳トレマージャン⑥ 

2/19(金)子ども育成会反省会  

2/26(金)第9回粋いき倶楽部閉講式  

 

詩吟教室  火曜日  

2/2、9、16 

 

ピンポン愛好会 月曜日 

     2/1、8、15、22 

地区栄養教室・普及活動（伝達講習会） 

《ピンポン愛好会》 出前スポーツ教室  ストレッチヨーガ 
《女性学級きらり》 
12月24日（木）年末年
始に飾るフラワーアレン
ジメントを行いました。 

12月7日（月）より24名
の会員で和気あいあいと始
まりました。 

中川地区の事、地域の事、 

何でも構いません。 

お待ちしております。 



        

お
ら
ほ
の
中
川 
〈
地
域
の
話
題
シ
リ
ー
ズ 
第
百
四
十
七
弾
〉 

甲
石
地
区  

髙
橋 

正
之 

〈
閉
山
三
七
年
後
、
鉱
山
の
山
神
社
を
再
建
、
氏
子
会

も
結
成
〉 

 
 

蔵
王
鉱
山
は
、
昭
和
三
八
年
（
一
九
六
三
年
）
三

月
閉
山
し
た
あ
と
、
観
光
事
業
に
残
っ
た
従
業
員
は

苦
難
の
道
に
踏
み
出
し
た
。
ま
た
山
を
降
り
た
人
々

も
そ
れ
ぞ
れ
生
活
の
糧
を
求
め
て
各
地
に
散
っ
た
。 

 
 

そ
の
後
、
山
の
仲
間
は
、
上
山
市
内
や
近
郊
に
住

む
人
が
そ
れ
ぞ
れ
「
集
い
」
を
催
し
親
睦
を
深
め
て

い
た
。
そ
ん
な
中
で
、
鉱
山
の
操
業
当
時
活
発
に
活

動
し
て
い
た
「
主
婦
の
会
」
の
仲
間
が
山
神
社
祭
礼

の
五
月
一
五
日
に
神
社
参
拝
を
行
い
、
絆
を
つ
な
い

で
い
た
が
、
閉
山
後
三
〇
年
余
り
経
っ
た
平
成
六
年

の
秋
、「
主
婦
の
会
」
が
開
催
し
た
「
回
想
会
」
に
招

待
さ
れ
た
当
時
の
労
組
委
員
長
（
現
蔵
王
猿
倉
ス
キ

ー
場
・
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
を
経
営
す
る
日
東
商
事
株
式

会
社
会
長
）
・
川
口
兼
次
氏
が
、
参
加
者
か
ら
「
鉱

山
労
働
者
の
生
活
の
シ
ン
ボ
ル
だ
っ
た
山
神
社
が

風
雪
に
さ
ら
さ
れ
倒
れ
か
け
て
い
る
。
な
ん
と
か
建

て
直
し
て
ほ
し
い
」
と
の
要
望
を
受
け
た
。
（
写
真

上
は
、
そ
の
時
の
懇
親
会
。
写
真
下
は
、
再
建
直
前

の
崩
壊
し
た
山
神
社
で
あ
る
。
） 

八
日
に
は
第
二
回
発
起
人
会
（
六
〇
人
出
席
）
を
開
催
し

た
の
ち
、
平
成
八
年
に
は
、
元
従
業
員
二
七
五
人
を
結
集

し
て
「
蔵
王
鉱
山
・
山
神
社
氏
子
会
」
を
結
成
し
た
。 

同
氏
子
会
は
、
四
年
後
の
平
成
一
二
年(

二
〇
〇
〇

年)

、
蔵
王
鉱
山
が
閉
山
さ
れ
て
三
七
年
後
に
社
殿
の
再

建
を
果
た
し
た
。
ま
た
毎
年
神
社
の
参
拝
を
続
け
る
と
と

も
に
会
報
「
蔵
王
鉱
山
・
山
神
社
会
報
」
も
発
行
し
、
仲

間
の
絆
を
一
層
強
め
た
。 

〈
歴
史
継
承
活
動
の
立
ち
上
げ
、「
近
代
化
産
業
遺
産
」
の
認

証
を
得
る
活
動
へ
〉 

山
神
社
の
参
拝
活
動
は
そ
の
後
も
息
長
く
続
け
ら
れ
、

平
成
一
五
年
五
月
一
八
日
に
は
川
口
兼
次
氏
が
発
起
人

に
な
り
「
閉
山
四
〇
周
年
」
、
平
成
二
四
年
に
は
「
閉
山

五
〇
周
年
」
集
会
を
蔵
王
猿
倉
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
で
開
催
し

た
。
更
に
五
〇
周
年
の
際
は
、
写
真
集
「
硫
黄
」
も
発
刊

し
た
。
そ
の
後
も
同
神
社
の
祭
日
に
は
、
元
社
員
や
二
世

が
集
ま
り
参
拝
の
後
、
同
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
で
懇
親
会
を
開

き
昔
話
に
花
を
咲
か
せ
て
い
る
。 

 
 

氏
子
会
は
、
そ
の
後
有
志
で
「
蔵
王
鉱
山
の
歴
史
を
守

る
有
志
の
会
」
（
一
六
人
）
を
結
成
し
、
平
成
二
四
年
八

月
に
開
催
さ
れ
た
第
一
回
話
し
合
い
で
は
、
蔵
王
鉱
山
の

歴
史
を
後
世
に
伝
承
す
る
た
め
元
山
採
鉱
所
を
「
近
代
化

産
業
遺
産
」
に
認
定
を
受
け
る
活
動
方
針
を
決
議
、
同
二

四
年
一
一
月
二
三
日
に
は
「
蔵
王
鉱
山
の
歴
史
を
語
り
継

ぐ
会
」
（
以
下
「
語
り
継
ぐ
会
」
と
い
う
）
を
結
成
し
、

会
長
に
川
口
兼
次
氏
を
選
出
し
た
。 

 

「

蔵
王
鉱
山
の
思
い
出
（
そ
の  
）
」 
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〈
歴
史
伝
承
の
殿
堂
・
「
蔵
王
鉱
山
歴
史
資
料
館
」
を
建
設
〉 

 
 

「
語
り
継
ぐ
会
」
で
は
、
産
業
遺
産
認
定
へ
の
道
を
断
念
し
た

も
の
の
、
鉱
山
の
歴
史
を
後
世
に
伝
え
る
べ
く
、
平
成
二
八
年
四

月
二
八
日
、
特
定
非
営
利
活
動
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
）
法
人
「
蔵
王
鉱
山
の

歴
史
を
語
り
継
ぐ
会
」
を
設
立
、
会
報
「
蔵
王
通
信
・
硫
黄
」
も

発
刊
し
た
。
さ
ら
に
会
員
一
〇
〇
人
を
結
集
し
、
蔵
王
猿
倉
の
中

川
第
二
小
学
校
跡
地
に
「
蔵
王
鉱
山
歴
史
資
料
館
」
を
建
設
す
る

取
り
組
み
を
開
始
し
た
。 

令
和
元
年
に
は
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
よ
り
約
八
〇

人
の
支
援
者
か
ら
寄
付
金
（
約
一
〇
〇
万
円
）
も
集
め
、
令
和
元

年
五
月
一
五
日
に
は
地
鎮
祭
、
同
年
七
月
十
六
日
に
は
上
棟
式
を

執
り
行
い
、
同
年
九
月
、
同
資
料
館
（
体
育
館
棟
）
の
完
成
を
み

た
。
（
写
真
。
） 

同
資
料
館
は
、
令
和
二
年
五
月
開
館
を
予
定
し
て
い
た
が
、
コ

ロ
ナ
禍
の
た
め
延
期
し
、
一
〇
月
二
五
日
（
日
）
上
山
市
長
等
多

数
の
来
賓
を
迎
え
開
館
式
を
行
い
開
館
し
た
。
（
同
資
料
館
は
、

今
後
二
期
工
事
と
し
て
教
室
棟
を
増
築
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、

引
き
続
き
取
り
組
み
を
継
続
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
） 

館
内
で
は
、
懐
か
し
い
当
時
の
写
真
、
資
料
、
文
集
等
を
多
数

展
示
し
て
い
る
ほ
か
、
製
錬
場
の
社
宅
、
事
務
所
、
作
業
所
、
索

道
等
を
縮
小
再
現
し
た
ジ
オ
ラ
マ
を
設
置
し
て
い
る
。
ま
た
当
時

の
社
員
や
二
世
の
思
い
出
話
、
暮
ら
し
ぶ
り
の
写
真
を
多
数
掲
載

し
た
「
思
い
出
集
」
の
販
売
も
行
っ
て
い
る
。 

開
館
後
、
中
川
地
区
公
民
館
の
「
粋
い
き
倶
楽
部
」
会
員
（
写

真
）
始
め
、
上
山
郷
土
史
研
究
会
や
上
山
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ

イ
ド
協
会
等
の
見
学
が
相
次
い
で
い
る
。 

 

川
口
氏
は
、
元
職
員
の
村
山
司
氏
（
千
葉
市
居
住
）

に
相
談
、
以
後
二
人
が
発
起
人
と
な
り
鉱
山
の
守
り

神
で
あ
っ
た
山
神
社
・
社
殿
の
再
建
事
業
を
立
ち
上

げ
た
。
平
成
六
年
一
二
月
六
日
上
山
市
に
お
い
て
第

一
回
発
起
人
会
（
一
三
人
出
席
）
を
、
翌
七
年
四
月 

「
語
り
継
ぐ
会
」
で
は
、
活
動

の
第
一
弾
と
し
て
、
平
成
二
六
年

六
月
二
四
日
、
役
員
等
に
よ
り
元

山
採
鉱
所
の
視
察
を
実
施
し
た
。 

し
か
し
同
坑
口
は
、
落
盤
が
激
し

く
入
坑
が
危
険
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
近
代
化
産
業
遺
産
認
定
の
取

り
組
み
は
断
念
す
る
に
至
っ
た
。

（
写
真
は
、
同
日
の
視
察
の
写
真
。

撮
影
場
所
は
、
元
山
の
メ
ー
ン
坑

道
で
あ
っ
た
二
四
㍍
坑
口
前
で
あ

る
。
） 
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http://nakagawa-1.net/  
公民館だより 

令和 3年１月８日（金）、横戸市長を始め多くの来賓をお迎えし、中川地区の関

係団体、施設、学校の代表の方が一堂に会し、令和 3年中川地区新年祝賀会が気持

ちも新たに開催されました。（コロナ感染防止のため、式典のみの開催となりまし

た。） 

令和 3年度は「公民館指定管理者制度」4期 5年間の始まりの年となります。

関係者一同、より一層の絆の強さが試される時でもあります。祝賀会では、木村義

博会長会会長の挨拶から始まり、横戸市長、遠藤県議、長澤市議会副議長様より挨

拶を頂戴いたしました。また、地区発展のためにご尽力いただきました、加藤武雄

様（前福祉村村長）に感謝状が贈られました。本当にありがとうございます。また、

薄沢地区の齋藤秀雄さん（齋藤陸洲さん）による新春祝吟を披露していただきまし

た。最後に、中川地区のますますの発展を祈念し、万歳三唱にてお開きとなりまし

た。       



     ≪女性学級きらり≫  

 

１月19日（火）第１０回女性学級きらりでは、『イ

ス エクササイズ』を、かみのやまスポーツクラブの若

松望夢先生より指導していただきました。貯筋体操の歌

を、「線路は続くよどこまでも」のメロディーで、ハミ

ングしながら、普段使わない筋肉を痛気持ちよくエクサ

サイズできました。おなかに力を入れながらすれば、ウ

エストシェイプアップの効果も！！ 

イスを使って、簡単にできるエクササイズですので、

家でもぜひやってみましょう♫ 

 次回の第１１回女性学級きらりは、２月１０日（水）

フラワーアレンジメント「スワッグ（壁飾り）」です！！ 

 

『脳トレ！マージャン』開催中です！！ 

スポーツマージャンは、賭けない・吸わない・飲まない
の３ないルールで行います。 

寒い冬でも家に閉じこもらずに外に出ること、また、
脳活性化、人とのふれあい等を目的としています。 

参加者の方々は、時折楽しそうな笑い声とともに、真
剣に戦っていました。 

３月まで開催しています。これからの開催日は、   

2/4（木）、2/18（木）、3/11（木）、3/25（木） 

（１３：30～１５：30まで）です。 

随時募集しております。お気軽にお申し込みください。 

＜民生児童委員だより＞ 中川地区民生児童委員協議会 

～「人生会議」をご存じですか？～ 

人生会議とは、2018年11月 厚生労働省が啓発している「アドバンス・ケア・プランニング」（ACP）

の愛称です。 

誰でも、いつでも、命に関わる大きな病気やケガをする可能性があります。命の危険が迫った状態になると、

約70パーセントの方が医療やケアなどについて、自分で決めたり、人に望みを伝えたりすることが出来なく

なると言われています。事故や病気など万が一の時に備えて、自分が大切にしていることや、望み、どのよう

な医療やケアを受けたいかを普段から考え、周囲の信頼する人たちと話し合い、共有する取り組みです。 

もしもの時について話し合おう。 

「もしものことを考えたときがありますか？」 

心の余裕があるときに、じっくり時間を持ち、そしてその考えを大切な人に伝えてみませんか？ 

    それが、「人生会議」です。 

 

 
 

 

  令和 3年 4月 1日から 
◎使用料が1時間単位になります。 

◎減免の対象者と減免の額が変わります。 

★要件を満たす団体は登録、認定されることで、公民館を使用料の2分の1で利用できる

ようになります。 

→詳しくは、上山市ホームページ、市報・公民館報・各公民館のチラシ等をご覧下さい。 

【問い合せ先】上山市生涯学習課 または 各地区公民館へお願いいたします。 



 

  

   

行事予定 

3/1(月)   市報・館報 

        第2回福祉村だより 

3/2(火)   中川福祉村施設訪問 

第12回中川地区会長会 

第12 回中川地区運営協議会 

3/5(金)     第12回女性学級きらり 

3/11(木)  脳トレマージャン⑦ 

3/12(金)  第12回パソコンクラブ 

3/18(木)  会長会反省会 

3/22(月)  中川地区監査 

3/24(水)  第13回中川地区会長会 

第13回中川地区運営協議会 

3/25(木)  脳トレマージャン⑧ 

3/26(金)  令和3年度新会長顔合会 

 

  詩吟教室  火曜日 

3/2、9、16 

ピンポン愛好会  月曜日 

      3/1、8、15、22、29 

行事予定 
 

2/1(月)  市報・館報 

2/3(水)  予算審議会・三者会 

      第11回中川地区会長会 

第11回中川地区運営協議会 

2/4(木)  脳トレマージャン⑤ 

2/6(土)  笑いと健康のつどい 

2/10(水) 第11回女性学級きらり 

2/12(金) 第11回パソコンクラブ 

       酢川沿線公害対策委員会総会 

2/13(土)14(日) 上山市女性のつどい 

2/16(火) 出前スポーツ教室(カローリング)  

2/18(木) 脳トレマージャン⑥  

2/19(金) 子ども育成会反省会 

2/26(金) 第9回粋いき倶楽部閉講式 

 

詩吟教室  火曜日 

2/2、9、16 

ピンポン愛好会  月曜日 

     2/1、8、15、22 

★パソコンクラブ 

パソコンの基礎から学んでみませんか？初心者大歓迎！ 

会費 無料 

★グラウンドゴルフ愛好会 

 4月～11月まで毎週月曜日楽しく体を動かします。 

会費 無料      

★詩吟教室 

腹式呼吸で健康になろう。興味のある方はぜひ！ 

会費 無料       

★ウォーキング教室 

中川地区ならではのクアオルト体験をしましょう。 

会費 無料 

★そば打ち教室 

 初めての方ＯＫです。一緒に地域おこししませんか？  

材料代（500ｇ５００円）有り 

★女性学級きらり 

 きらりと輝く活動を一緒に楽しみましょう。   

年会費、月会費有り  
中川地区公民館職員募集のお知らせ 

 

募集職種 公民館地域活動推進員 

募集人数 1名 

応募資格 健康で意欲的な方、基本的なパソコン操作 

（ワード、エクセル）ができる方 

給与等  月額127,000円（事業により、休日出勤有） 

週 29時間勤務（週 4日 8：30～16：30） 

応募方法 履歴書、返信用切手（ 84円 ）1枚 

提出方法 郵送 又は 持参 

999-3115 上山市高野字念仏檀66-3 

 ☎ 679-2501 

中川地区の事、地域の事、 

何でも構いません。 

お待ちしております。 

 

中川地区公民館では、各種講座を行って

おります。 
回覧文書をご覧ください❕ 
足ノ口の 齋藤峰子様 より寄贈して 

頂きました。 

「歌集 権現堂の里に」齋藤 峰子 

ありがとうございました。 

皆様、来館時にぜひご覧ください！ 



 
 

 
 

   お
ら
ほ
の
中
川 
〈
地
域
の
話
題
シ
リ
ー
ズ 
第
百
三
十
七
弾
〉 

〈
人
は
、「
思
い
出
」
を
心
の
支
え
に
し
て
生
き
て
い
る
〉

 

 

西
部
邁
と
い
う
先
哲
が
平
成
三
〇
年
の
冬
「
自
裁
」
と
い
う

名
の
下
、
自
ら
あ
の
世
に
旅
立
っ
た
。
そ
の
動
機
は
、
少
年
時

代
に
見
初
め
、
長
年
連
れ
添
っ
た
妻
を
亡
く
し
た
た
め
だ
っ
た
。

妻
を
失
っ
た
こ
と
を
「
故
郷
を
失
っ
た
」
と
受
け
止
め
、
生
き

る
力
を
失
っ
た
と
い
う
。

 

私
に
も
最
近
そ
れ
に
似
た
よ
う
な
経
験
が
あ
っ
た
。
高
校
時

代
、
駅
の
ホ
ー
ム
で
見
初
め
三
年
間
一
方
的
に
思
慕
し
た
女
子

高
校
生
が
い
た
。
最
近
そ
の
女
性
と
同
郷
の
人
と
知
り
合
い
に

な
り
、そ
の
女
性
が
そ
の
後
ど
の
よ
う
な
人
生
を
送
っ
た
の
か

を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
知
人
は
「
そ
の
女
性
は
数
年
前
に
亡
く
な

っ
た
」
と
答
え
た
。
こ
の
「
亡
く
な
っ
た
」
と
い
う
言
葉
を
聞

い
た
と
き
、
目
前
に
暗
闇
が
広
が
っ
た
。
望
み
を
絶
た
れ
た
よ

う
な
深
い
失
望
感
を
覚
え
た
。
先
哲
と
同
じ
よ
う
に
心
の
支
え

が
崩
れ
て
い
く
よ
う
な
思
い
だ
っ
た
。今
も
む
な
し
さ
が
棲
み

つ
い
て
消
え
な
い
。

 

ど
ん
な
人
も
、
幼
い
時
に
育
ん
だ
家
族
や
友
人
と
の
「
思
い

出
」
を
持
っ
て
い
る
。
そ
の
「
思
い
出
」
が
い
つ
ま
で
も
留
ま

っ
て
い
る
場
所
、
そ
れ
を
「
故
郷
（
ふ
る
さ
と
）
」
と
呼
ぶ
。

私
の
そ
れ
は
、
幼
い
時
を
過
ご
し
た
蔵
王
鉱
山
で
あ
り
、
思
春

期
を
送
っ
た
こ
の
地
・
甲
石
で
あ
る
。
遠
く
の
町
で
生
活
し
て

い
て
、
実
家
に
帰
る
と
ふ
と
安
ら
ぎ
を
覚
え
る
の
は
、
心
の
奥

底
に
棲
み
つ
い
て
い
る
「
思
い
出
」
が
蘇
る
た
め
で
あ
ろ
う
。

普
段
は
気
づ
か
な
い
も
の
の
、
人
は
、
こ
の
「
思
い
出
」
を
心

の
支
え
に
し
て
生
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

 

〈
憧
れ
や
希
望
を
鉱
山
で
す
り
込
み
、
今
も
連
綿
と
し
て
つ

な
が
る
〉

 

 

人
は
、
大
人
に
な
っ
た
時
、
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
無
意
識
に

自
分
に
似
た
人
を
選
ぶ
傾
向
が
あ
る
と
い
う
。
そ
れ
は
、
誕
生

し
て
か
ら
六
歳
頃
ま
で
に
、
自
分
の
中
に
理
想
と
す
る
人
の
イ

メ
ー
ジ
（
サ
ー
チ
イ
メ
ー
ジ
）
を
作
る
た
め
だ
と
い
う
。
そ
し

 

て
そ
の
イ
メ
ー
ジ
は
、自
分
と
半
分
遺
伝
子
を
共
有
し
て
い
る

人
た
ち
（
両
親
、
姉
兄
）
、
あ
る
い
は
仲
の
良
い
幼
な
じ
み
の

 

イ
メ
ー
ジ
に
基
づ
い
て
い
る
と
言
わ
れ
る
（
ジ
ャ
レ
ド
・
ダ
イ

 

ア
モ
ン
ド
著
「
第
三
の
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
」
）
。
思
春
期
に
思
慕
し

た
人
は
、
今
思
え
ば
、
我
が
母
の
面
影
を
持
っ
た
人
だ
っ
た
。

人
は
、
幼
い
時
、
憧
れ
や
希
望
の
源
を
記
憶
し
、
逃
れ
ら
れ
ず

に
生
き
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

 

子
供
時
代
に
見
聞
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
今
の
仕
事
に

就
い
た
と
い
う
話
も
し
ば
し
ば
聞
く
。
私
は
幼
年
時
代
、
蔵
王

鉱
山
で
白
衣
を
着
て
試
験
管
を
振
っ
て
い
た
鉱
石
分
析
の
職

員
に
憧
れ
た
こ
と
が
、
そ
れ
だ
っ
た
様
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
職

員
に
な
り
た
い
と
思
い
、
工
業
高
校
の
化
学
科
に
進
学
し
そ
の

道
を
目
指
し
た
が
、
閉
山
に
よ
り
夢
を
絶
た
れ
た
。
し
か
し
、

化
学
の
夢
を
捨
て
き
れ
ず
、
鑑
識
の
仕
事
な
ら
実
現
で
き
る
の

で
は
な
い
か
と
警
察
に
入
っ
た
。

 

あ
の
亜
硫
酸
ガ
ス
が
た
な
び
く
鉱
山
で
、
遊
び
か
ら
人
生
の

目
標
を
見
つ
け
、
や
が
て
そ
の
夢
を
抱
い
て
仕
事
に
就
い
た
。

そ
し
て
今
は
、
化
学
か
ら
宇
宙
物
理
学
に
興
味
が
転
じ
、
古
本

や
写
真
集
を
読
み
ふ
け
り
、「
学
童
保
育
」
の
教
室
に
押
し
か

け
、
銀
河
系
宇
宙
の
写
真
を
見
せ
な
が
ら
、
我
々
は
宇
宙
の
ど

こ
に
い
る
の
か
、
我
々
は
十
億
年
後
太
陽
の
膨
張
に
飲
み
込
ま

れ
、
原
子
レ
ベ
ル
に
な
っ
て
宇
宙
に
飛
び
散
り
、
ま
た
違
う
物

質
の
一
部
と
な
る
で
あ
ろ
う
な
ど
と
驚
か
し
、
科
学
を
楽
し
む

日
々
を
送
っ
て
い
る
。
幼
い
時
分
、
蔵
王
鉱
山
の
暮
ら
し
で
脳

に
す
り
込
ん
だ
こ
と
が
、
今
も
連
綿
と
し
て
つ
な
が
っ
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。

 

〈
終
わ
り
に
当
た
っ
て
〉

 

長
い
間
、
一
人
よ
が
り
な
思
い
出
話
に
お
付
き
合
い
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

寄
稿
中
、
拙
文
を
読
ま
れ
た
地
区
の
皆
さ
ん
か
ら
多
く
の
感

想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
心
の
片
隅
に
我
が「
故
郷
」

の
こ
と
が
刻
ま
れ
た
こ
と
を
喜
び
と
し
て
ペ
ン
を
置
き
た
い
と

 

思
い
ま
す
。

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
蔵
王
鉱
山
の
歴
史
を
語
り
継
ぐ
会
」
で
は
、

令
和
二
年
十
月
二
十
五
日
蔵
王
猿
倉
に
「
蔵
王
鉱
山
歴
史
資

料
館
」
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
、
鉱
山
の
社
宅
や
事
務
所
の
ジ
オ
ラ

マ
を
展
示
し
、
鉱
山
の
歴
史
や
当
時
の
仕
事
ぶ
り
、
暮
ら
し

 

「

蔵
王
鉱
山
の
思
い
出
（
最
終
回
）
」 

甲
石
地
区  

髙
橋 

正
之 ぶ

り
を
写
真
パ
ネ
ル
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
近
く
に
お
出
か

け
の
際
は
、
是
非
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。（
資
料
館
は
、
四

月
末
の
連
休
か
ら
十
一
月
初
旬
ま
で
、
毎
週
金
、
土
、
日
及

び
休
日
の
午
前
十
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
の
間
開
館
し
ま
す
。

管
理
人
が
常
駐
し
ま
す
の
で
、
予
約
な
し
で
見
学
で
き
ま
す
。

な
お
、
お
問
い
合
わ
せ
は
、
蔵
王
猿
倉
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス

 
 

 

☎
六
七
九

-

二
二
一
一
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。）

 

ま
た
「
語
り
継
ぐ
会
」
で
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
て

い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
〈
蔵
王
鉱

山
の
歴
史
を
語
り
継
ぐ
会→

検
索
〉
を
開
い
て
ご
覧
く
だ
さ

い
。

 

さ
ら
に
、
同
法
人
で
は
、
機
関
紙
「
蔵
王
通
信
・
硫
黄
」
や

閉
山
五
十
年
の
際
発
行
し
た
写
真
集
「
硫
黄
」
、
更
に
は
資
料

館
の
開
館
に
当
た
り
発
行
し
た
「
蔵
王
鉱
山
の
思
い
出
（
第

一
集
）
」
（
鉱
山
の
歴
史
、
思
い
出
話
、
当
時
の
写
真
を
多
数

掲
載
）
を
上
山
市
図
書
館
に
寄
贈
し
て
い
ま
す
。
現
物
が
図

書
館
の
「
郷
土
資
料
」
コ
ー
ナ
ー
に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
そ
ち
ら
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 

 



如月家 道楽 

 
 

 

  

 

 2月 6日（土）中川地区会長会主催の「笑いと健康のつどい」が、中川地区公民館集会室で開催され

ました。今年はコロナウイルス感染防止のため、密にならないよう一般公募はせずに行われました。司

会進行は糸目地区平田和彦会長、主催者挨拶を木村義博会長会会長からしていただきました。 

今年度は、山形落語愛好協会から 3名をお迎えしました。トップバッターは山形落語愛好協会顧問で

ある、笑風亭間助さんのおめでたい一席の「つる」。続いて、如月家道楽さんの「蛙茶番」。中入りを挟ん

で、地元上山出身の山彦亭虎之輔さんの「火焔太鼓」は、コロナ禍の中、早く平穏無事な世の中に戻っ

てほしいとの願いを込めて、落語の中でも「ハッピーエンド」充足感の高い演目とのこと。そして、ト

リは再び間助さんの「カラオケ病院」。落語に加えて、歌謡曲の替え歌が大いに盛り上がりました。それ

ぞれ個性豊かな話しぶりで、終始会場を沸かせ、笑いの渦となってあっという間の時間となりました。 

また、毎年大盛況ということで、「笑いと健康のつどい」では定期的に山形落語協会の皆さんに来てい

ただくことになりました。来年はたくさんの方々に聞いてもらえる開催にしたいと思っておりますので、

楽しみにしていて下さい！ 

公民館だより       第４６０号 
令和３年３月１日 

発 行 中川地区公民館 
℡.Fax：６７９－２５０１ 

http://nakagawa-1.net/  

演目名 

 「火焔太鼓」 

 

とぼけた味わいとしっかり

落ち着いた話しぶりが光る、個

性派落語家です。 

上山市出身 

笑風亭 間助  

 演目名  

 「蛙茶番」  
重低音のダンディで

良く通る声が魅力の新

人落語家です。 

山形市出身 

山彦亭 虎之輔 

演目名 

「つる」 

「カラオケ病院」 

 

 滑稽話から人情話まで幅広い持ちネタで、

人気・実力ともに当会を代表する落語家です。 

山形市出身 



   

2月10日（水）第11回女性学級きらりでは、『スワッグ』

を作りました。『スワッグ』とは、花や葉を束ねて壁にかける飾

りのことで、素朴な雰囲気がインテリアに馴染み、ナチュラル

に飾れるのが人気です。今回は、カーネーション、ミモザ、ス

ターチス、ユーカリ、シダなどを使って下から重ねていき、考

えながら形を作っていくのですが、思った以上に難しく先生に

教えていただきながら、皆さん楽しく作り上げていました。飾

ると部屋の雰囲気が明るくなりますね！次回は3月5日（金）

第12回「閉講式・プリザーブドフラワーアレンジ」です。 

  

２月１3日（土）・14日（日）と三友エンジニア体育文化センターで「第45回上山市女性のつどい」が開催され

ました。作品展示（13日・14日）では、手芸品や市内中学生の作品など、15団体の展示があり、14日の開会セ

レモニーでは、保存会の「楢下宿とっくり踊り」からスタートし、「私のコミュニケーション論～家業を継いで笑顔の

声で～」の演題で、有限会社壽屋寿香蔵の代表取締役 横尾友栄氏の講演会が行われました。アトラクションではフ

ラダンスや歌、体操、寸劇など8団体の発表と大いに盛り上がっていました。 

 「上山市女性のつどい」は今年で最後になります。実行委員の皆様、本当にお疲れ様でした。 

 

2回目「スローエアロ」 
3回目「カローリング」 
 

 

 

 県啓翁桜品評会において、金賞１席の県知事賞に

甲石地区“ 鈴木 俊 ”さんが選ばれました。YBC

山形放送のインタビューで「去年は父が県知事賞を

取らせてもらって、今年は自分が取ることができて

とても嬉しい。上手く淡いピンク色の桜を咲かせる

ことができて良かった。」と喜びを語っています。公

民館にも飾ってあり、来館された方々の心を癒し、

目を楽しませてくれています。本当におめでとうご

ざいます♫              

  1月29日(金)「出前スポーツ教室」の２回目、2月16

日(火)に3回目が行われました。 

2回目は《スローエアロ》を遠藤鮎実先生より指導してい

ただきました。ゆっくりとした曲に合わせながら一つずつ動

きを覚え、最後に、覚えた動きを全てつなげて完成です。ス

ローとは言え、しっかりと筋肉を使っているのも実感。懐か

しい曲がたくさん流れ、笑顔あふれる教室となりました。 

3回目は《カローリング》を、参加者を 4班に分けチー

ム対抗戦で行われました。齋藤武司先生、郁子先生に、ジェ

ットローラの投球方法を指導していただきましたが、力を入

れすぎると思わぬ方向に行ってしまい、悪戦苦闘。ゲームは

ポイントゾーンを狙って投球しますが、相手チームのジェッ

トローラにぶつけたり、邪魔をしても OK! チームで作戦

を立てながら、声援あり、笑いありの楽しい時間となりまし

た。 



 

 

 

 
 

 

 

行事予定 

 

３/1 （月）  市報・館報 

３/2 （火）   中川福祉村訪問 

第12回中川地区会長会 

第12回公民館運営協議会    

 3/5（金）   第12回女性学級きらり 

 3/11（木）  ⑦脳トレマージャン 

3/12（金）  中川児童センター修了式    

第12回パソコンクラブ 

 3/16（火）   北中学校卒業式 

 3/18（木）  中川小学校卒業式      

3/22（月）   

 3/24（水）  第13回中川地区会長会

第13回公民館運営協議会 

 3/25（木）  ⑧脳トレマージャン 

 3/26（金）  令和3年度新会長顔合会 

                 

詩吟教室（火曜日） 3/2、9、16 

ピンポン愛好会（月曜日） 3/1、8、15、22、29 

         行事予定  

 

  4/1(木)   市報・館報 

4/2(金)   中川児童センター入所式 

中川地区会長会総会 

公民館運営協議会総会 

     中川地区合同懇談会 

4/5(月)   戦没者追悼式代表者会 

4/7(水)  第1回主事部、体育部合同会議  

第1回体育部会 

4/8(木)  中川小学校、北中学校入学式 

4/9(金)   粋いき倶楽部代表者会議 

4/12(月) 中川福祉村第1回実行委員会 

4/14(水) 第１回子ども会育成会 

4/16(金)  第１回パソコンクラブ 

4/20(火) 地区公民館職員合同会議  

        （職員不在になります。） 

4/21(水) 第61回中川福祉村村議会   

4/22(木) 中川地区戦没者追悼式 

4/25(日)  第1回ウォーキング（協会） 

4/27(火)  上山市地区会長会議 

里山体験きのこ作り教室 

4/28(水) 第1回女性学級きらり開講式    

 

詩吟教室（火曜日） 4/6、13、20 

ピンポン愛好会（木曜日） 4/8、15、22 

スポーツ麻雀愛好会 4/10、24（土曜日） 

       4/15  （木曜日） 

グラウンドゴルフ愛好会（月曜日） 

          4/5、12、19、26 

中川地区公民館職員募集のお知らせ 

募集職種 公民館地域活動推進員 

募集人数 1名 

応募資格 健康で意欲的な方、基本的なパソコン操作 

（ワード、エクセル）ができる方 

給与等  月額127,000円（事業により、休日出勤有） 

週 29時間勤務（週 4日 8：30～16：30） 

応募方法 履歴書、返信用切手（ 84円 ）1枚 

提出方法 郵送 又は 持参 

999-3115 上山市高野字念仏檀66-3 

 ☎ 679-2501 

中川地区公民館では、各種講座を募集しております。

一緒に楽しく活動しませんか？詳細は公民館まで！  
☆パソコンクラブ  

触れるのが初めての方もお待ちしております。  

    会費 無料 

☆そば打ち教室    

初めての方OK。一緒に地域おこししましょう。 

材料代（５００ｇ ５００円）有り 

☆詩吟教室 

初めての方、興味のある方はぜひ！ 

会費 無料 

☆ウォーキング教室 

ウォーキングガイドとさわやかに健康アップ！ 

             会費 無料 

☆女性学級きらり  

きらりと輝く活動を一緒に楽しみましょう。   

年会費・月会費 有り 

☆グラウンドゴルフ愛好会 

4月～11月まで週1回楽しく体を動かします。 

            会費 無料 

☆スポーツ麻雀愛好会 

脳の活性化にも！3ないルールでプレイしよう。 

                    会費 無料 

☆ピンポン愛好会 

ラージボールで健康づくりしませんか？ 

令和3年4月1日から  

◎使用料が1時間単位になります。 

◎減免の対象者と減免の額が変わります。 

★要件を満たす団体は登録、認定されることで、

公民館を使用料の2分の1で利用できるようにな

ります。 

→詳しくは、上山市ホームページ、市報・公民館

報・各公民館のチラシ等をご覧下さい。 

【問い合せ先】上山市生涯学習課 または 各地
区公民館へお願いいたします。 



  
「
昭
和
考
、
問
わ
ず
語
り 
（
そ
の 
）
」 
お
ら
ほ
の
中
川 
〈
地
域
の
話
題
シ
リ
ー
ズ 
第
百
四
十
九
弾 

甲
石
地
区 

髙
橋 

正
之 

1 

※ 

今
回
よ
り
、
甲
石
地
区 

高
橋
正
之
さ
ん
の 

 
 

 
 

 
 

「
昭
和
考
、
問
わ
ず
語
り
」
を
掲
載
致
し
ま
す
。 

〈
は
じ
め
に
〉 

 

我
が
父
母
は
、
い
ず
れ
も
大
正
生
ま
れ
、
昭
和
の
全
時
代
を
生
き

た
人
だ
っ
た
。
父
親
は
昭
和
十
六
年
か
ら
五
年
間
満
州
に
出
征
し

た
。
少
年
時
代
に
父
親
か
ら
戦
争
や
兵
役
の
こ
と
を
嫌
と
言
う
ほ
ど

聞
か
さ
れ
た
。
従
軍
地
で
あ
っ
た
満
州
の
「
綏
陽(

す
い
よ
う)

」
や

「
双
城
堡(

そ
う
じ
ょ
う
ほ)

」
と
い
う
地
名
が
今
で
も
頭
か
ら
こ
び

り
つ
い
て
離
れ
な
い
。
母
も
東
京
の
「
三
・
一0

空
襲
」
か
ら
生
き

延
び
た
人
だ
っ
た
。 

母
は
平
成
二
十
二
年
に
、
父
も
一
年
後
に
後
を
追
う
よ
う
に
亡
く

な
っ
た
。
い
ず
れ
も
天
寿
を
全
う
し
た
。
見
送
っ
た
時
、
親
た
ち
が

青
春
時
代
を
昭
和
の
悲
惨
な
戦
争
に
飲
み
込
ま
れ
、
人
生
で
一
番
輝

い
て
い
た
時
間
を
犠
牲
に
し
た
世
代
だ
っ
た
こ
と
を
再
認
識
し
、
そ

の
不
運
さ
に
胸
の
詰
ま
る
の
を
覚
え
た
。 

〈
「
昭
和
史
」
の
本
に
出
会
い
関
心
を
抱
く
〉 

親
を
見
送
っ
た
後
、
戦
争
を
扱
っ
た
本
を
読
み
続
け
、
あ
る
と
き

衝
撃
的
な
本
に
出
会
っ
た
。
そ
れ
は
、
令
和
二
年
九
月
、
菅
内
閣
に

お
い
て
、
日
本
学
術
会
議
の
委
員
任
命
を
拒
否
し
た
学
者
の
ひ
と

り
、
東
京
大
学
教
授
・
加
藤
陽
子
氏
が
著
し
た
「
と
め
ら
れ
な
か
っ

た
戦
争
」
（
文
春
文
庫
）
と
い
う
本
で
あ
る
。 

「
と
め
ら
れ
な
か
っ
た
戦
争
」
は
、
な
ぜ
戦
争
を
や
め
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
と
い
う
理
由
を
、
太
平
洋
戦
争
の
末
期
か
ら
日
米
開

戦
、
日
中
戦
争
、
満
州
事
変
へ
と
遡
り
な
が
ら
解
説
す
る
。 

著
者
は
、
昭
和
八
年
二
月
の
「
熱
河
省
侵
攻
作
戦
」
が
、
そ
の
後

の
日
本
の
軍
事
的
政
治
的
な
展
開
に
重
要
な
意
味
を
も
つ
タ
ー
ニ

ン
グ
ポ
イ
ン
ト
で
あ
っ
た
と
指
摘
す
る
。
作
戦
が
国
際
連
盟
の
規
定

に
抵
触
し
日
本
が
除
名
さ
れ
る
こ
と
を
恐
れ
た
昭
和
天
皇
は
、
裁
可

後
、
裁
可
の
取
り
消
し
を
下
問
す
る
が
、
天
皇
の
権
威
を
揺
る
が
せ

な
い
と
い
う
臣
下
の
奏
上
に
よ
り
作
戦
を
黙
認
し
て
し
ま
う
。
こ
の

結
果
、
日
本
は
連
盟
を
脱
退
、
国
際
関
係
で
孤
立
し
、
や
が
て
米
国

と
の
対
立
が
強
ま
り
日
米
開
戦
へ
と
進
ん
で
い
く
。 

私
は
、
あ
の
大
戦
が
真
珠
湾
の
奇
襲
攻
撃
に
よ
っ
て
始
ま
っ
た
、

と
し
か
知
ら
な
か
っ
た
。
何
故
そ
の
攻
撃
に
出
た
の
か
、
著
者
は
、 

 

そ
の
背
景
を
遡
っ
て
明
ら
か
に
し
て
い
く
。 

同
書
の
最
後
に
満
州
開
拓
民
の
悲
劇
に
つ
い
て
次
の
よ
う

な
問
い
か
け
が
あ
る
。「
国
家
の
責
任
を
強
く
追
及
す
る
思
い

で
歴
史
を
振
り
返
り
た
く
な
る
気
持
ち
も
わ
か
り
ま
す
。
し

か
し
、
た
と
え
ば
、
自
ら
が
分
村
移
民
を
送
り
出
す
村
の
村

長
で
あ
っ
た
ら
ど
う
行
動
し
た
か
、
あ
る
い
は
移
民
し
よ
う

と
し
て
い
る
家
の
妻
で
あ
っ
た
ら
ど
う
行
動
し
た
か
」
と
い

う
問
い
か
け
で
あ
る
。
筆
者
（
髙
橋
）
も
や
は
り
国
策
に
身

を
委
ね
、
他
国
へ
の
侵
略
行
為
に
加
わ
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
。 

誰
も
戦
争
を
止
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
は
な
い

か
。
こ
の
本
は
、
そ
の
遠
因
を
考
察
す
る
。
読
み
な
が
ら
「
昭

和
史
」
へ
の
関
心
が
広
が
っ
て
い
っ
た
。 

〈
「
警
察
史
」
の
戦
災
記
録
を
見
て
紹
介
を
思
い
立
つ
〉 

そ
の
後
「
昭
和
史
」
に
関
す
る
本
を
求
め
、
戦
争
に
至
っ
た

背
景
や
真
相
を
探
り
続
け
た
。 

そ
ん
な
中
で
、
警
察
学
校
入
校
中
に
求
め
た
「
山
形
県
警

察
史
」
に
、
米
軍
機
に
よ
る
県
内
の
空
襲
被
災
状
況
が
詳
細

に
記
載
さ
れ
て
い
る
の
を
見
つ
け
た
。「
警
察
史
」
は
図
書
館

で
も
見
る
こ
と
が
出
来
る
が
、
一
般
に
は
余
り
知
ら
れ
て
い

な
い
の
で
、
地
区
の
皆
さ
ん
に
紹
介
し
た
い
と
思
い
立
ち
、

本
稿
を
執
筆
す
る
動
機
と
な
っ
た
。（
県
内
の
空
襲
被
災
状
況

は
、
詳
細
を
後
述
す
る
予
定
で
あ
る
。
） 

〈
先
人
達
の
苦
難
を
後
世
に
語
り
継
ぎ
た
い
〉 

 

中
川
地
区
公
民
館
の
グ
ラ
ン
ド
に
日
清
・
日
露
戦
争
以
後

の
戦
没
者
を
祀
っ
た
慰
霊
碑
が
立
っ
て
い
る
。（
写
真
） 

戦
争
の
悲
惨
さ
を
知
る
に
つ
れ
、
慰
霊
碑
か
ら
戦
没
者
の

声
が
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
。
戦
没
者
は
、
南
洋
の

密
林
で
腸
チ
フ
ス
に
罹
患
、
高
熱
で
も
う
ろ
う
と
し
た
意
識

の
中
で
、
妻
子
や
親
を
思
い
「
生
き
た
い
！
」
と
絶
叫
す
る
。

拝
礼
を
し
な
い
で
は
い
ら
れ
な
く
な
っ
た
。 

戦
没
者
だ
け
で
は
な
く
、
空
襲
を
受
け
炎
の
中
で
亡
く
な

っ
た
人
々
、
敗
戦
に
よ
っ
て
異
国
で
逃
げ
惑
い
帰
ら
ぬ
人
と

な
っ
た
居
留
民
、
逃
亡
の
果
て
に
背
負
っ
て
い
た
我
が
子
を 

 

本
稿
は
、
太
平
洋
戦

争
が
主
題
で
あ
る
が
、

何
故
そ
の
よ
う
な
国

策
を
選
択
し
た
の
か
、

そ
の
背
景
を
ご
理
解

い
た
だ
く
た
め
、
昭
和

改
元
時
の
国
の
形
、
暮

ら
し
ぶ
り
、
軍
隊
や
教

育
な
ど
か
ら
筆
を
起

こ
し
、
そ
の
後
本
論
に

進
み
た
い
と
思
う
。
な

お
、
こ
の
「
独
り
言
」

の
縦
糸
は
、「
昭
和
史
」

（
古
川
隆
久
著
、
ち
く

ま
新
書
）
を
引
用
し
、

横
糸
と
し
て
「
上
山
市

史
」
「
中
川
郷
土
史
」

「
山
形
県
警
察
史
」
そ

の
他
の
歴
史
書
を
織

り
交
ぜ
て
構
成
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
の
で
、
ご
承
知
い

た
だ
き
た
い
。 

草
む
ら
に
捨
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
開
拓
民
の
母
親

が
い
た
こ
と
な
ど
、
戦
争
の
「
む
ご
さ
」
に
胸
を
痛
め
た
。 

そ
し
て
、
そ
う
し
た
先
人
達
の
苦
難
が
無
駄
に
な
ら
な

い
よ
う
、
後
世
に
語
り
継
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は

な
い
か
、
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。 

〈
昭
和
の
出
来
事
を
問
わ
ず
語
り
で
〉 

題
名
の
「
昭
和
考
」
と
は
、
昭
和
の
出
来
事
に
思
い
を
巡

ら
す
こ
と
。「
問
わ
ず
語
り
」
と
は
、
尋
ね
ら
れ
も
し
な
い

の
に
自
分
か
ら
語
り
出
す
こ
と
。
先
人
達
の
苦
難
の
日
々

を
「
独
り
言
」
で
伝
え
記
録
に
残
し
た
い
と
い
う
の
が
寄
稿

の
本
旨
で
あ
る
。 


